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清
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祐
　
三

　

は　

じ　

め　

に

一　

木
曽
山
に
み
る
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
歴
史

二　
「
諸
苗
木
培
栽
一
件
綴
込
」
に
み
る
植
栽
事
業

　
（
一
）　

植
栽
地
に
つ
い
て

　
（
二
）　

費
用
総
額　

一
二
六
五
円

　
（
三
）　

植
栽
作
業
の
実
際　

　
（
四
）　

降
旗
喜
代
三
の
こ
と

三　

植
栽
四
地
区
の
推
移
・
現
況

　
（
一
）　

推
移
と
現
況

　
　

①　

大
桑
村
子
持
山
に
つ
い
て

　
　

②　

大
桑
村
勝
井
坂
に
つ
い
て

　
　

③　

読
書
村
大
原（
現
南
木
曽
町
）に
つ
い
て

　
　

④　

読
書
村
松
山（
現
南
木
曽
町
）に
つ
い
て

四　

培
栽
事
業
の
歴
史
的
背
景
と
意
義

　
（
一
）　

内
務
省
に
よ
る
積
極
的
造
林
施
策
と
木
曽
山

─
明
治
九
年
「
諸
苗
木
培
栽
一
件
綴
込
」
に
つ
い
て

─

　
（
二
）　

植
栽
年
に
つ
い
て

　
（
三
）　

公
有
地
の
廃
止
へ

　
（
四
）　

綴
り
込
ま
れ
た
文
書
か
ら
の
検
討

　
（
五
）　

本
山
官
山
に
つ
い
て

　

お　

わ　

り　

に

は　

じ　

め　

に

本
稿
は
、
以
前
地
方
史
『
信
濃
』（
第
六
八
巻
第
三
号
、
二
〇
一
六
年
）に
掲
載
し
た
拙
稿

「
県
下
最
古
の
ヒ
ノ
キ
造
林
地
の
研
究
」
を
基
に
、
新
史
料
や
証
言
を
加
え
て
再
考
察

し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
前
掲
『
信
濃
』
の
サ
ブ
テ
ー
マ
に
、「
天
王
洞
国
有
林
二

五
三
は
林
小
班
」
と
し
た
が
、「
二
五
三
は
林
小
班
」
は
木
曽
郡
大
桑
村
旧
野
尻
営
林

署
時
代
の
呼
称
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
森
林
管
理
署
南
木
曽
支
所
へ
の
統
合
に
よ
っ
て

「
一
二
五
三
は
林
小
班
」
と
改
名
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
以
下
に
、
こ
の
「
諸
苗
木
培
栽
一
件
綴
込
」（
後
述
）を
基
に
、
木
曽
山
に
お
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け
る
造
林
の
歴
史
か
ら
明
治
前
期
木
曽
谷
ヒ
ノ
キ
造
林
地
に
関
わ
る
多
く
の
疑
問
点
を

拾
い
出
し
て
み
た
い
。

一　

木
曽
山
に
み
る
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
歴
史

日
本
に
お
け
る
ヒ
ノ
キ
人
工
植
栽
最
古
の
記
録
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
千
年
前
の
高
野

山
に
お
け
る
一
〇
一
四
年
頃
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
高
野
山
の
復
興
と
軌
を
一
に
し
て

い
る
。
年
代
を
概
略
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
八
三
五
年　
　

空
海
没
す

・
八
八
七
年　
　

高
野
山
金
剛
峰
寺
の
壇
上
伽
藍
完
成

・
九
二
一
年　
　

醍
醐
天
皇
、
空
海
に
弘
法
大
師
の
諡
号
を
贈
与

・
九
九
四
年　
　

落
雷
に
よ
り
壇
上
伽
藍
の
ほ
と
ん
ど
を
消
失　

・
一
〇
一
六
年　

高
野
山
の
復
興
に
着
手

続
い
て
手
入
れ
し
た
人
工
林
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
に
植
林
し
た
奈
良
県
川
上
村
の

下
多
古
村
有
林
が
国
内
最
古
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
樹
齢
二
八
〇
～
三
八
〇
年
の
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
が
林
立
し
、
三
重
県
内
初
と
な
る
文
化
財
建
造
物
の
修
理
用
資
材
と
し
て
の

モ
デ
ル
供
給
林
や
、
研
修
林
と
し
て
文
化
庁
の
「
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
」
に
選
定
さ

れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
木
曽
山
開
発
が
本
格
的
に
始
ま
る
の
は
一
六
世
紀
後
半
か
ら
で
あ
り
、

西
日
本
に
比
し
て
林
業
の
歴
史
は
浅
い
。
ま
た
統
一
国
家
以
前
の
戦
国
期
か
ら
は
、
各

地
の
大
名
に
よ
っ
て
城
郭
や
武
家
屋
敷
、
寺
社
と
い
っ
た
大
型
建
造
物
が
こ
ぞ
っ
て
建

設
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
建
造
物
は
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
戦
乱
に
よ
っ

て
焼
失
す
る
こ
と
も
多
く
、
城
下
町
建
設
等
の
木
材
需
要
は
極
度
に
逼
迫
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
開
発
し
尽
く
さ
れ
た
西
日
本
に
は
、
も
は
や
供
給
の
余
力
は
無

く
、
そ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の
が
東
日
本
で
あ
り
木
曽
山
で
あ
っ
た
。

近
世
初
期
木
曽
山
の
様
子
を
原
田
文
夫
氏
の
論
考
か
ら
一
部
を
抜
き
書
き
す
る
と
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

（
前
略
）信
州
大
学
理
学
部
酒
井
潤
一
助
教
授
の
花
粉
分
析
と
層
位
な
ど
の
研
究
か

ら
二
千
年
前
に
は
ヒ
ノ
キ
の
比
率
は
最
高
で
あ
り
、
木
曽
五
木
と
広
葉
樹
を
伴
っ

た
森
林
で
あ
る
。
こ
の
森
林
は
原
生
林
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
千
古
斧
が
入
ら
な
い

森
林
で
あ
る
。
胸
高
一
ｍ
を
超
え
る
木
も
多
く
生
立
し
て
い
た
と
す
れ
ば
樹
齢
千

年
以
上
に
な
っ
て
い
る
ヒ
ノ
キ
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

江
戸
開
府
以
降
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
は
、
戦
国
期
に
も
増
す
さ
ら
に
極
端
な
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
木
曽
山
で
働
く
林
務
従
事
者
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
造
材
や
運
材

技
術
も
未
熟
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
呼
応
し
た
の
が
西
日
本
か
ら
移
入
し
て
き
た
技
能
集

団
で
あ
っ
た
。
し
か
し
木
曽
川
で
の
運
材
法
は
未
だ
確
立
し
て
お
ら
ず
、
伐
採
後
の
流

失
等
に
よ
る
損
失
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
と
も
か
く
需
要
を
確
保
す
る
た
め
に

木
曽
川
本
流
筋
を
中
心
と
す
る
無
計
画
な
乱
伐
、
つ
ま
り
粗
放
的
な
経
営
法
が
な
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
初
期
木
曽
山
は
広
大
で
あ
っ
た
た
め
資
源
の
枯
渇
は
免
れ
て
い
た
。
手
間

や
先
行
投
資
が
必
要
な
育
林
・
造
林
と
い
っ
た
積
極
的
な
営
林
事
業
は
実
施
し
な
く
と

も
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
木
曽
式
伐
木
運
材
法
と
い
っ
た
高
度
な
技
術
が
確
立

す
る
に
つ
れ
、
つ
い
に
は
年
間
百
万
本
を
超
え
る
強
度
伐
採
事
業
が
数
十
年
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
無
尽
蔵
な
森
林
資
源
を
持
つ
と
言
わ
れ
た

木
曽
山
も
次
第
に
尽
山
化
し
て
い
き
、
土
砂
崩
れ
や
洪
水
等
の
自
然
災
害
も
頻
発
す
る

に
至
っ
た
。
そ
こ
で
尾
張
藩
は
、
留
山
・
巣
山
と
い
う
禁
伐
地
の
設
定
や
木
曽
五
木
と

称
す
る
禁
伐
木
の
制
定
と
い
っ
た
林
野
統
制
を
徐
々
に
強
化
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の

施
策
は
、
住
民
生
活
の
犠
牲
の
も
と
に
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
後
年
、「
施

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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業
方
針
た
る
や
、
所
謂
掠
奪
作
業
又
は
放
置
林
業
に
あ
ら
ず
し
て
、
立
派
な
る
斫
伐
計

画
を
有
す
る
も
の
な
る
に
於
い
て
は
、
我
が
木
曽
の
檜
山
こ
そ
は
、
我
国
最
古
の
施
業

按
に
よ
り
行
は
れ
し
択
伐
作
業
の
賜
に
し
て
、
偶
然
に
し
て
成
れ
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る

な
り
。」
と
評
価
さ
れ
る
ま
で
に
回
復
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
木
曽
郡
下
の
お
も
な
町
村
誌
等
か
ら
近
世
の
ヒ
ノ
キ
植
栽
の
記
録
を
抜
き
書

き
し
て
み
る
。

ま
ず
享
保
一
一
年（
一
七
二
六
）に
山
村
家
御
用
達
役
所
に
よ
り
、
関
所
周
辺
に
ス
ギ

三
千
本
、
宇
山
に
ヒ
ノ
キ
・
サ
ワ
ラ
を
一
万
三
二
本
植
え
た
が
、
こ
れ
ら
の
植
栽
は
活

着
率
が
低
く
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
天
明
六
年（
一
七
八
六
）、
藩
は
伐
採
し

た
後
の
切
株
の
ま
わ
り
に
一
株
ご
と
に
ヒ
ノ
キ
・
サ
ワ
ラ
ま
た
は
雑
木
を
二
～
三
本
必

ず
植
え
付
け
る
よ
う
に
と
の
廻
状
を
出
し
た
。
さ
ら
に
上
松
の
木
曽
材
木
役
所
は
、
天

保
一
三
年（
一
八
四
二
）か
ら
弘
化
四
年（
一
八
四
七
）に
か
け
て
、
伐
出
後
や
切
畑
跡
で

ヒ
ノ
キ
苗
の
植
え
付
け
を
命
じ
た
が
、
こ
れ
ら
は
こ
と
ご
と
く
失
敗
し
た
と
い
う
。
つ

ま
り
近
世
施
業
し
た
木
曽
の
ヒ
ノ
キ
造
林
の
成
功
例
は
確
認
で
き
て
い
な
い
の
で
あ

る
。さ

て
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
木
曽
谷
の
ヒ
ノ
キ
造
林

最
古
の
記
録
と
し
て
、
大
桑
村
の
定
勝
寺
文
書
を
記
し
て
お
き
た
い
。

場
所
は
大
桑
村
大
字
須
原
上
山
御
料
地（
通
称
金
比
羅
山
）で
あ
り
、
宝
永
五
年（
一
七

〇
八
）、
勝
野
某
が
ヒ
ノ
キ
を
献
木
・
植
栽
し
た
記
録
で
あ
る
。
そ
の
後
、
寛
政
五
年

（
一
七
九
三
）に
も
三
千
本
を
補
植
し
た
。
し
か
し
こ
の
上
山
御
料
地
の
ヒ
ノ
キ
は
、
昭

和
一
四
年（
一
九
三
九
）の
戦
時
強
度
伐
採
期
に
皆
伐
さ
れ
た
。
そ
の
際
の
伐
木
樹
幹
解

析
の
結
果
、
宝
永
・
寛
政
期
の
樹
齢
年
数
と
ほ
ぼ
一
致
し
た
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い

る
。
今
残
っ
て
い
れ
ば
現
存
す
る
日
本
有
数
の
人
工
ヒ
ノ
キ
林
で
あ
っ
た
に
違
い
な

い
。

な
お
人
工
植
栽
で
は
な
い
が
、
王
滝
村
瀬
戸
川
国
有
林
に
は
嘉
永
期（
一
八
四
八
～
五

四
）の
人
工
播
種
の
記
録
が
あ
り
、
お
よ
そ
一
〇
ha
の
林
分
に
一
ha
当
り
三
八
〇
㎥
の

蓄
積
が
あ
る
と
の
報
告
が
あ
る
。
ま
た
参
考
と
し
て
、
人
工
植
栽
と
し
て
現
存
す
る
日

本
最
古
の
カ
ラ
マ
ツ
林
は
、
同
じ
く
一
八
五
〇
年
頃
、
小
諸
藩
に
よ
る
浅
間
山
に
植
栽

し
た
も
の
を
挙
げ
て
お
く
。

二　
「
諸
苗
木
培
栽
一
件
綴
込
」
に
み
る
植
栽
事
業

筆
者
は
四
〇
年
ほ
ど
前
、
国
立
国
会
図
書
館
農
林
水
産
省
付
属
図
書
館
分
室（
現
林

野
庁
林
野
図
書
資
料
館
）に
お
い
て
大
部
の
「
林
政
史
資
料
」（
写
）を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ

く
機
会
を
得
た
。
そ
の
折
、
標
記
資
料
か
ら
「
一
件
綴
込
」
の
書
写
を
見
つ
け
、
さ
ら

に
数
年
後
長
野
営
林
局
文
書
資
料
館
で
原
本
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
原
本

は
、
長
野
営
林
局
が
昭
和
五
〇
年（
一
九
七
五
）上
松
町
赤
沢
自
然
休
養
林
内
に
“
森
林

資
料
館
”
を
開
館
し
た
折
、
営
林
局
の
関
係
文
書
と
し
て
上
松
営
林
署
に
移
管
し
、
資

料
館
に
展
示
す
る
に
至
っ
た
。

ま
た
前
述
の
「
林
政
史
資
料
」（
写
）に
つ
い
て
徳
川
林
政
史
研
究
所
は
、
昭
和
四
六

年（
一
九
七
一
）に
、『
日
本
林
制
史
調
査
資
料
』
総
目
録
を
発
刊
し
た
。
所
長
の
所
三
男

は
、「
農
林
省
山
林
局
が
『
日
本
林
制
史
資
料
』（
全
三
十
巻
）を
編
纂
刊
行
す
る
に
當
り
、

わ
が
國
林
制
の
沿
革
に
関
す
る
資
料
を
、
全
國
に
わ
た
っ
て
探
訪
調
査
し
た
際
の
一
大

成
果
で
あ
る
」
と
い
う
序
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
大
正
一
三
年（
一
九
二
三
）か

ら
一
〇
数
年
の
長
期
に
わ
た
る
も
の
で
、
資
料
の
大
部
分
は
戦
火
等
に
よ
り
紛
失
し

た
。
残
り
の
一
部
は
東
京
大
学
図
書
館
と
徳
川
林
政
史
研
究
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と

も
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
林
野
図
書
館
所
蔵
の
「
林
政
史
資
料
」
は
、

『
日
本
林
制
史
調
査
資
料
』
の
原
本
の
一
部
か
も
し
れ
な
い
。
明
治
以
降
の
木
曽
谷
に

（
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お
け
る
官
民
有
境
界
査
定
に
関
す
る
資
料
一
つ
と
っ
て
も
そ
れ
は
膨
大
な
量
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
一
部
資
料
は
国
立
公
文
書
館
つ
く
ば
分
館
へ
と
移
管
し
た
が
、「
林
政
史
資

料
」
は
現
在
も
林
野
図
書
資
料
館
で
保
管
し
て
い
る
。

（
一
）　

植
栽
地
に
つ
い
て

「
一
件
綴
込
」
に
あ
る
計
画
書
「
檜
木
植
付
日
数
書
奉
差
上
候
」
に
記
さ
れ
た
植
栽

地
は
、
表
1
に
あ
る
よ
う
に
四
地
区
で
あ
る
。

こ
の
計
画
書
は
後
述（「
二（
四
）」）の
植
木
師
降
旗
喜
代
三
が
明
治
九
年（
一
八
七
六
）

四
月
一
〇
日
、
筑
摩
県
参
事
高
木
惟
矩
宛
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

国
土
地
理
院
地
図
を
加
工
し
た
図（
次
頁
）に
よ
る
と
、
北
の
子
持
山
か
ら
南
の
松
山

ま
で
の
距
離
は
わ
ず
か
一
〇
km
強
の
「
木
曽
川
筋
運
輸
便
利
之
場
所
」
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
当
時
四
地
区
は
住
民
の
公
有
地（
明
山
）で
あ
り
五
木
等
の
優
良
木
は
ほ
と
ん

（
13
）

場所（現在） 植栽本数 植栽日数
大桑村子持山 14万本 5日間
大桑村勝井坂 1万本 1日間
読書村大原（現南木曽町）26万5千本 9日間
読書村松山（現南木曽町）8万5千本 5日間

表1　植栽地及び本数・日数

ど
な
い
草
山
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

（
二
）　

費
用
総
額　

一
二
六
五
円

「
培
栽
経
費
及
び
檜
実
子
実
播
き
付
け
経
費
」
は
、
表

2
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
費
用
に
関
し
て
、
請
負
人
の
降
旗
と
、
筑
摩
県
高

木
惟
矩
参
事
、
地
理
寮
及
び
内
務
卿
大
久
利
通
ら
と
多
少

の
行
き
違
い
が
生
じ
た
が
、
ほ
ぼ
要
求
通
り
の
予
算
が
認

め
ら
れ
事
業
は
実
施
へ
と
進
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
こ
の
植
栽

地
は
か
つ
て
明
山（
公
有
地
）で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
問
題

が
生
じ
た
。
そ
れ
は
住
民
が
飼
育
し
て
い
た
木
曽
馬
が
前
年
亥
年（
明
治
八
年
〔
一
八
七

五
〕）に
試
験
的
に
植
栽
し
た
勝
井
坂
の
ヒ
ノ
キ
苗
を
踏
み
荒
ら
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
稚
樹
を
保
護
す
る
た
め
、
植
栽
地
の
周
囲
に
籬（
竹
や
柴
で
目
を
粗
く
編
ん
だ
垣
根
）

を
設
置
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
費
用
と
し
て
勝
井
坂
は
長
さ
一
一
六
間
金
九
円
一
七

銭
、
大
原
は
五
一
六
間
金
二
六
円
一
九
銭
、
松
山
は
一
五
〇
間
金
六
円
八
五
銭（
子
持

山
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
）、
計
四
二
円
余
り
の
追
加
予
算
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

培栽経費　1150円 但し総丈8・9寸精選の仕立て苗
　但し逓送培栽並びに時々見回り共一式

① 苗代 550円 但し苗1本あたり1厘1毛　官林中より上品の実生苗
掘り取り培付け候共、うろいり或はねじれ木等に可
相成に付、精選の仕立て苗木買い上げ培栽の積もり

② 植え付け 450円 但し苗1本あたり9毛　培栽手数料、及び3か年間時々
見回り、自然植枯れ、あるいは生立方不宜苗等は植
え替え一式請高

③ 運送費 150円 但し苗１本あたり3毛　逓送並びに荷造り請負高
檜子実蒔きつけ経費　115円
① 檜子実

1石
75円 但し子実1升に付金75銭　これは檜子実最精選の分

買い上げの積もり
② 蒔きつけ

経費
20円 但し子実1升に付金75銭　これは苗代4坪の所へ子実

1升蒔きの積もり、もっとも3か年間時々見回り植え
替え培養共一式請負高

③ 米糠 20円

表2　培栽経費及び檜実子実播き付け経費
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な
お
木
曽
馬
は
小
型
の
在
来
馬
で
、
温
和
な
性
格
の
た
め
扱
い
や
す
く
、
農
耕
の
使

用
や
厩
肥
を
得
る
た
め
に
も
過
半
の
農
家
が
飼
育
し
て
い
た
。
ま
た
蹄
鉄
無
し
で
山
野

を
活
発
に
動
き
回
る
特
徴
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
木
材
の
運
搬
等
に
も
欠
か
せ
な
い
存

在
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
三
）　

植
栽
作
業
の
実
際

「
檜
苗
培
栽
日
表
」
か
ら
作
業
で
培
栽
し
た
本
数
を
表
3
に
ま
と
め
た
。
予
定
で
は

二
〇
日
間
の
作
業
日
程
で
あ
っ
た
が
、
雨
天
等
に
よ
り
三
〇
日
近
く
を
要
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。

表
3
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
四
月
二
三
日
に
大
桑
村
子
持
山
に
入
山
し
、
二
四
日
か
ら
植

栽
作
業
を
始
め
て
、
途
中
雨
天
の
た
め
に
一
日
休
み
と
な
っ
た
も
の
の
作
業
は
順
調
に

進
ん
だ
。
五
月
一
日
は
距
離
の
近
い
大
桑
村
子
持
山
と
勝
井
坂
で
並
行
し
て
作
業
が
行

わ
れ
、
勝
井
坂
は
わ
ず
か
一
日
で
終
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
読
書
村
松
山
・
大
原
へ
と

移
動
し
た
。
途
中
、
松
山
で
作
業
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
木
曽
川
が
増
水
し
た
た
め
渡
舟

で
苗
木
を
運
べ
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
松
山
で
の
作
業
を
中
断
し
て
大
原
に
戻
り
、
川

水
が
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
再
び
松
山
に
入
り
残
り
の
大
原
へ
と
移
動
し
て
い
る
。
な

お
、
一
二
日
か
ら
は
植
栽
だ
け
で
な
く
、
大
原
・
松
山
・
子
持
山
で
連
日
植
え
替
え
作

業
も
行
っ
て
い
る
。
実
際
の
植
栽
数
は
当
初
の
予
定
と
多
少
変
わ
っ
て
い
て
、
子
持
山

（
一
五
万
二
九
二
〇
本
）・
勝
井
坂（
一
万
一
一
六
六
本
）・
大
原（
二
八
万
四
五
六
四
本
）・
松

山（
五
万
一
三
五
〇
本
）で
あ
り
、
合
計
は
計
画
通
り
ち
ょ
う
ど
五
〇
万
本
と
な
っ
て
い

る
。

月　日 場　所 作　業 培 栽 本 数
4月23日 大桑村子持山 現地入り

24日 〃 下刈り・選木・運送
25日 〃 　〃　　 〃　　 〃 17,340本
26日 〃 　〃　　 〃　　 〃 17,340本
27日 〃 　〃　　 〃　　 〃 33,060本
28日 雨天により作業中止
29日 大桑村子持山 下刈り・選木・運送 32,000本
30日 〃 　〃　　 〃　　 〃 37,140本

5月1日 〃
大桑村勝井坂

　〃　　 〃　　 〃
　〃　　 〃　　 〃

16,134本
11,166本

2日 読書村松山 無 ・ 無 ・ 無
3日 〃 無 ・ 無 ・ 無 29,435本
4日 無・選木・運送
5日 読書村大原 〃　 〃　　〃
6日 〃 下刈り・選木・運送 25,658本
7日 読書村松山 　〃　　 〃　　 〃 27,343本
8日 〃 　〃　　 〃　　 〃 28,572本
9日 〃 無・選木・運送 22,915本
10日 雨天により作業中止
11日 読書村大原 無・無・無
12日 〃 無・選木・運送 26,655本
13日 〃 無・無・無 21,512本
14日 〃 〃　〃　〃 24,510本
15日 〃 〃　〃　〃 23,667本
16日 〃 〃　〃　〃 28,077本
17日 〃 〃　〃　〃 19,469本
18日 〃 〃　〃　〃 23,594本
19日 雨天により作業中止
20日 読書村大原 無・無・無 21,629本
21日 無・無・無 23,873本

表3　檜苗培栽日表

筑
摩
県
は
作
業
に
当
た
っ
て
「
檜
苗
木
植
付
改
方
概

則
」
を
作
成
し
た
。
苗
木
と
苗
木
の
間
隔
を
三
尺
ご
と

に
植
え
る
よ
う
に
指
示
し
、
ま
た
作
業
員
に
は
朝
昼

夕
、
苗
木
の
本
数
を
確
認
さ
せ
、
受
払
帳
に
何
本
受
け

て
何
本
植
え
て
何
本
残
っ
て
い
る
か
、
い
ち
い
ち
検
印

を
押
す
よ
う
徹
底
さ
せ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
作
業
の
様

子
は
現
場
に
出
張
し
て
い
る
筑
摩
県
官
吏
馬
渕
政
次
郎

が
、
県
に
五
月
一
〇
日
に
は
中
間
報
告
書
を
提
出
し
、

そ
の
後
六
月
二
日
に
培
栽
が
成
功
竣
功
し
た
旨
大
久
保

に
提
出
し
て
い
る
。
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（
四
）　

降
旗
喜
代
三
の
こ
と

「
一
件
綴
込
」
に
は
、
筑
摩
県
下
第
一
大
区
八
小
区
筑
摩
郡
北
深
志
町
拾
番
丁
第
百

四
拾
番
屋
敷
居
住
の
植
木
師
降
旗
喜
代
三
筆
の
文
書
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
降
旗

が
筑
摩
県
参
事
高
木
惟
矩
宛
に
提
出
し
た
事
業
計
画
・
請
負
・
陳
述
・
経
理
等
多
く
の

文
書
等
か
ら
、
植
木
師
と
し
て
の
高
度
な
専
門
性
や
「
培
養
方
法
熟
練
之
者
」
と
し
て

複
雑
多
岐
な
渉
外
を
も
無
難
に
こ
な
す
経
験
知
や
洞
察
力
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
九
年
五
月
の
「
金
三
百
六
拾
八
円
九
拾
五
銭
」
の
受
取
領
収
証
に
は
、
降
旗

本
人
の
他
、
受
人
と
し
て
北
深
志
町
一
一
番
町
の
永
岩
永
十
郎
と
同
町
八
番
町
竹
内
政

衛
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
永
岩
や
竹
内
ら
植
木
師
仲
間
と
共
同
し
て
、
苗
木
の
栽
培
や

購
入
、
苗
圃
の
開
墾
を
含
め
、
こ
れ
ら
植
栽
作
業
全
般
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
と
思
わ

れ
る
。

降
旗
が
活
躍
し
た
当
時
の
中
信
地
区
松
本
平
は
、
県
下
佐
久
地
方
と
比
肩
し
て
近
世

後
期
新
た
に
育
苗
技
術
が
開
発
さ
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
代
表
的
産
地
は
、
波
田

町
・
山
形
村
・
朝
日
村
・
安
曇
郡
常
盤
村
な
ど
が
あ
る
。
松
本
市
今
井
の
古
池
氏
屋
敷

林
で
は
、
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
等
の
針
葉
樹
や
広
葉
樹
が
混
交
す
る
人
工
林
と
し
て
近
世
後

期
か
ら
の
樹
層
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
松
本
市
は
こ
の
屋
敷
林
を
唯
一
の
天
然
記
念

物
と
し
て
指
定
し
て
い
る
。
降
旗
は
こ
う
い
っ
た
地
域
環
境
の
も
と
に
育
ち
植
木
師
と

し
て
着
実
に
力
を
付
け
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
と
に
降
旗
が
発
足
間
も
な
い
筑
摩
県
の
高
木
参
事
ら
と
ど
の
よ
う
に
接
触
し
、
ま

た
未
知
で
あ
る
木
曽
地
方
の
官
公
事
業
に
参
画
し
て
い
っ
た
術
を
知
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
た
だ
当
時
、
松
本
平
で
幅
広
く
植
栽
使
用
し
て
い
た
檜
種
の
大
多
数
は
木
曽
産
で

あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
14
）

三　

植
栽
四
地
区
の
推
移
・
現
況

（
一
）　

推
移
と
現
況

以
下
は
「
一
件
綴
込
」
に
添
付
さ
れ
た
明
治
九
年
の
地
図
と
現
況
の
写
真
で
あ
る
。

　

①　

大
桑
村
子
持
山
に
つ
い
て

地
元
で
は
、
子
持
山
と
い
う
地
名
で
さ
え
あ
い
ま
い
と
な
っ
て
い
る
証
言
の
最
も
少

な
い
地
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
「
天
保
一
一
年
吉
田
平
九
郎
翁
木
曽
道
中
日
記
」（
木
祖
村

誌
編
纂
室
所
蔵
）を
閲
覧
し
て
い
た
際
、
偶
然
に
も
子
持
山
と
掲
載
し
た
地
図
に
遭
遇
し

た
。「
一
件
綴
込
」
の
絵
図
と
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
植
栽
地
は
元
々
公
有
地
で
あ
っ

た
。
か
つ
て
こ
の
あ
た
り
一
帯
は
一
時
ニ
ガ
ミ
ゾ
官
林
と
も
称
し
御
料
地
に
編
入
さ
れ

て
い
た
が
、
期
待
す
る
成
果
が
上
が
ら
な
か
っ
た
た
め
か
、
そ
の
後
一
部
は
苗
圃
と
し

て
活
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
昭
和
六
年（
一
九
三
一
）御
料
局
に
よ
る
存
置
御
料
見

直
し（
宮
内
省
告
示
第
二
九
号
）に
あ
た
っ
て
、
不
要
な
林
地
と
な
り
解
除
後
は
村
有
地
と

な
っ
た
。

明
治
三
四
年（
一
九
〇
一
）、
後
掲
す
る
史
料
一
と
と
も
に
、
大
桑
村
長
木
戸
が
第
三

七
號
と
し
て
「
ニ
ガ
溝
」
御
料
地（
子
持
山
の
こ
と
）の
下
付
願
も
綴
ら
れ
て
い
て
、「
明

治
八
年
檜
苗
植
付
ノ
為
メ　

旧
筑
摩
県
ニ
於
テ
官
林
ニ
編
入
ヲ
達
セ
ラ
レ
タ
ル（
中
略
）

其
後
該
地
ノ
内
四
反
三
畝
四
歩
ヲ
檜
苗
栽
培
ノ
為
苗
圃
地
ト
シ
テ
開
墾
セ
ラ
レ
タ
ル
モ

ノ
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
子
持
山
の
植
栽
に
は
芳
し
い
成
果
が
上
が
ら
な
か
っ
た
た

め
、
そ
の
後
一
部
を
苗
圃
と
し
て
活
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
戦
前
に
は
伝
染
病
等
の
隔

（
15
）
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地図①　大桑村子持山（ニガミゾ）

写真①　道の駅「大桑」（後方が子持山）
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離
病
棟
や
戦
後
の
一
時
期
に
は
村
営
の
教
員
住
宅
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

少
な
い
証
言
の
中
か
ら
、
現
大
桑
村
長
・
坂
家
重
吉
氏
か
ら
「
戦
前
の
一
八
年
、
近

く
の
大
島
集
落
が
大
火
災
に
あ
っ
た
際
、
ま
た
戦
後
新
設
し
た
大
桑
中
学
校
の
建
設
に

当
た
っ
て
、
ニ
ガ
ミ
ゾ
付
近
か
ら
ヒ
ノ
キ
を
伐
り
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。」
と
の
お
話

が
聞
け
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
大
桑
村
誌
』
で
確
認
す
る
と
、
大
島
火
災
の
復
興
用
材

と
し
て
の
記
述
に
つ
い
て
は
無
記
載
で
、
ま
た
中
学
校
の
建
設
資
材
に
つ
い
て
も
、
小

川
一
の
沢
と
上
郷
の
猿
沢
村
有
林
か
ら
伐
採
し
た
と
の
記
述
が
あ
る
だ
け
で
、
子
持
山

と
の
関
連
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
植
栽
し
た
地
は
現
在
の
道
の
駅
「
大
桑
」
周

辺
で
あ
り
四
ha
あ
ま
り
の
山
地
で
あ
る
。
こ
の
地
に
植
栽
さ
れ
た
一
五
万
二
九
二
〇
本

は
、
地
元
で
さ
え
記
憶
に
無
い
幻
の
ヒ
ノ
キ
と
な
っ
て
い
る
。

　

②　

大
桑
村
勝
井
坂
に
つ
い
て

勝
井
坂
は
大
桑
村
と
南
木
曽
町
境
に
あ
る
天
王
洞
国
有
林
内
に
あ
り
、
現
在
木
曽
森

林
管
理
署
南
木
曽
支
所
が
「
は
林
小
班
」（「
天
王
洞
国
有
林
一
二
五
三
は
林
小
班
」
の
略
称
）

と
し
て
管
理
し
て
い
る
。
ア
ク
セ
ス
と
し
て
は
、
野
尻
隧
道
の
岐
阜
県
側
出
口
か
ら
徒

歩
で
東
斜
面
の
勝
井
坂
沢
沿
い
に
一
五
分
ほ
ど
上
っ
た
傾
斜
地
に
立
地
し
て
い
る
。
面

積
わ
ず
か
〇
、八
四
ha
と
い
う
狭
小
な
林
地
で
、
天
王
洞
国
有
林
の
最
西
端
に
位
置
し

民
有
地
に
接
し
て
い
る
。「
一
件
綴
込
」
の
四
地
区
の
な
か
で
は
植
栽
本
数
は
わ
ず
か

一
万
本
に
す
ぎ
な
い
。

地
図
に
あ
る
「
去
亥
年　

檜
植
附
場
所
之
分
」
は
明
治
八
年
の
こ
と
で
あ
り
、
ど
こ

の
官
林
の
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
上
品
の
実
生
の
苗
を
掘
り
取
り
植
付
し
た
も
の

で
あ
る
。
続
く
九
年
に
他
の
三
地
区
と
と
も
に
一
万
本
を
植
栽
し
た
。

近
年
の
学
術
報
告
と
し
て
は
、
昭
和
五
四
年
の
成
果
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
（
16
）

地図②　勝井坂



明
治
前
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曽
谷
ヒ
ノ
キ
造
林
地
に
関
す
る
一
考
察

一
六
四

調
査
資
料
に
よ
る
と
立
地
条
件（
平
均
標
高
六
五
〇
ｍ
・
傾
斜
三
〇
度
・
総
本
数
四
八
二

本
・
胸
高
直
径
三
〇
．九
㎝
・
樹
高
二
五
．〇
ｍ
）で
あ
り
、
樹
齢
約
百
年
を
経
過
し
て
い
て

材
積
か
ら
見
る
と
十
分
天
然
林
に
匹
敵
す
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
の
天
然
林

と
そ
の
後
の
植
栽
林
と
の
混
交
は
見
ら
れ
ず
純
粋
な
人
工
造
林
帯
で
あ
ろ
う
。
現
在
整

然
と
し
た
ヒ
ノ
キ
林
が
展
開
し
、
あ
た
か
も
天
然
木
と
見
ま
が
う
樹
齢
百
五
〇
年
近
い

大
径
材
を
有
す
る
圧
倒
的
な
美
林
地
帯
を
形
成
し
て
い
る
。
規
模
こ
そ
小
さ
い
が
、
そ

れ
は
木
曽
郡
下
の
赤
沢
休
養
林（
上
松
町
）や
水
木
沢
天
然
林（
木
祖
村
）、
油
木
美
林（
木

曽
町
）に
も
匹
敵
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
こ
の
学
術
報
告
以
後
四
〇
数
年

を
経
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
総
本
数
は
幾
分
か
減
じ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

こ
の
地
は
、
御
料
局
に
よ
っ
て
他
地
区
の
よ
う
な
存
置
御
料
見
直
し
の
対
象
と
な
ら

な
か
っ
た
。
官
林
→
御
料
林
→
国
有
林
と
推
移
し
、
平
成
四
年（
一
九
九
二
）に
は
「
天

王
洞
ヒ
ノ
キ
高
齢
優
良
人
工
林（
展
示
林
）」
に
設
定
さ
れ
た
た
め
、
今
後
も
大
切
に
保

護
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

　

③　

読
書
村
大
原（
現
南
木
曽
町
）に
つ
い
て

こ
の
大
原
地
区
は
、
二
八
万
本
も
の
苗
木
を
植
栽
し
た
が
、
現
在
は
一
本
も
存
在
し

て
い
な
い
。
な
お
地
元
の
証
言
に
よ
る
と
、
昭
和
四
〇
年
代
ま
で
は
一
部
大
き
な
ヒ
ノ

キ
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
。
明
治
二
四
年
、
木
曽
御
料
林
伐
採
跡
地
植
樹
よ
っ
て
苗
圃

と
し
て
三
六
〇
万
本
の
苗
木
床
替
え
地
と
な
り
、
平
成
元
年
ま
で
そ
の
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。
そ
の
一
部
は
ニ
ガ
ミ
ゾ
官
林
と
同
じ
よ
う
に
、
昭
和
六
年
御
料
局
に
よ
る
存

置
御
料
見
直
し
に
よ
っ
て
解
除
さ
れ
た
。

ま
た
『
木
曽
郷
土
図
譜
』（
木
曽
教
育
会
発
行
）に
は
、
昭
和
一
〇
年
代
苗
圃
の
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
苗
圃
の
路
線
部
や
境
界
線
上
に
多
数
の
樹
木
が

写真②　勝井坂
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写真③　大原のヒノキ母樹
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明
治
前
期
木
曽
谷
ヒ
ノ
キ
造
林
地
に
関
す
る
一
考
察

一
六
六

繋
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
明
治
九
年
植
栽
の
ヒ
ノ
キ
で
あ
っ
た
な
ら
、
樹
齢
六
〇
年
近
く

に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

戦
後
に
お
い
て
は
、
長
野
営
林
署
が
郡
内
で
は
最
大
の
苗
圃
と
し
て
利
用
し
て
き

た
。
ま
た
現
地
に
残
る
御
料
局
、
お
よ
び
長
野
営
林
局
が
活
用
し
た
ヒ
ノ
キ
母
樹
の
多

く
は
大
径
材
と
な
っ
て
い
て
、
現
在
、
長
野
県
木
曽
地
方
事
務
所
林
務
課
が
南
木
曽
町

か
ら
借
用
し
採
取
を
続
け
て
い
る
。

一
時
期
県
農
業
開
発
公
社
も
活
用
し
て
い
た
が
、
平
成
九
年
以
後
は
南
木
曽
町
が
管

理
し
て
い
る
。
令
和
五
年
現
在
、
電
力
会
社
の
架
線
張
替
工
事
に
伴
っ
て
資
材
運
搬
の

た
め
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
場
を
建
設
中
で
、
あ
た
り
一
帯
は
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
が
大

規
模
に
繁
茂
し
た
状
態
に
あ
る
。

　

④　

読
書
村
松
山（
現
南
木
曽
町
）に
つ
い
て

木
曽
川
右
岸
の
段
丘
上
に
あ
り
、
伊
勢
小
屋
沢
南
の
現
県
立
蘇
南
高
等
学
校
周
辺
の

地
で
あ
る
。
培
栽
が
成
功
し
て
い
れ
ば
、
木
曽
川
近
く
に
面
し
て
い
て
、
材
木
の
流
送

上
、
経
営
的
に
は
も
っ
と
も
有
利
な
地
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
あ
た
り
一
帯
も
、
子
持
山
や
大
原
と
同
じ
よ
う
に
存
置
御
料
見
直
し
に
よ
っ
て

解
除
さ
れ
た
。
現
在
町
有
地
と
民
地
が
錯
綜
し
て
い
る
。
こ
の
地
に
、
昭
和
二
八
年
、

蘇
南
高
校
が
新
設
さ
れ
た
。
し
か
し
「
一
件
綴
込
」
の
ヒ
ノ
キ
の
植
栽
に
関
す
る
こ
と

や
、
建
設
工
事
に
伴
っ
て
ヒ
ノ
キ
の
伐
採
が
行
わ
れ
た
の
か
等
、
地
元
で
の
証
言
か
ら

は
未
だ
把
握
で
き
て
い
な
い
。
植
栽
の
ヒ
ノ
キ
が
残
っ
て
い
れ
ば
、
高
校
建
設
当
時
に

は
樹
齢
七
〇
有
余
年
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

平
成
四
年
九
月
、
営
林
署
Ｏ
Ｂ
や
郷
土
史
家
ら
と
現
地
調
査
を
し
た
折
、
高
校
入
口

近
く
の
杉
林
の
中
に
、
樹
齢
百
数
十
年
、
胸
高
直
径
四
〇
㎝
以
上
の
ヒ
ノ
キ
大
径
材
が

地図④　読書村松山
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明
治
前
期
木
曽
谷
ヒ
ノ
キ
造
林
地
に
関
す
る
一
考
察

一
六
八

複
数
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
五
万
一
三
五
〇
本
の
う
ち
の
生
き
残
り
で
あ
っ
た

ろ
う
。
と
こ
ろ
が
令
和
四
年（
二
〇
二
二
）こ
の
大
径
材
が
伐
採
さ
れ
た
と
い
う
知
ら
せ

が
あ
っ
て
、
翌
五
年
一
〇
月
再
調
査
を
試
み
た
。
確
か
に
直
径
七
一
㎝
及
び
六
四
㎝

で
、
樹
齢
一
五
〇
年
前
後
の
ヒ
ノ
キ
を
含
む
伐
採
跡
を
確
認
し
た
。
こ
れ
で
こ
の
地
の

「
一
件
綴
込
」
の
ヒ
ノ
キ
が
総
て
消
滅
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
が
、
林
業
技

術
師
を
含
む
調
査
員
の
探
索
に
よ
っ
て
、
高
校
下
の
急
斜
面
で
胸
高
四
〇
㎝
を
超
え
る

新
た
な
ヒ
ノ
キ
を
一
〇
本
近
く
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
伐
採
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
よ
り

や
や
細
目
で
は
あ
る
が
、
岩
塊
が
露
頭
す
る
悪
条
件
下
で
の
成
育
環
境
か
ら
「
一
件
綴

込
」
の
ヒ
ノ
キ
で
あ
ろ
う
と
断
定
し
た
。
さ
ら
に
調
査
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
高
校
の

北
側
伊
勢
小
屋
沢
沿
い
に
も
同
様
の
ヒ
ノ
キ
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。
木
曽
川
縁
か
ら

高
校
へ
の
通
学
路
を
進
む
と
、
西
側
に
今
回
発
見
し
た
ヒ
ノ
キ
が
あ
り
、
さ
ら
に
進
む

と
南
東
側
に
伐
採
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
跡
地
が
あ
る
。
こ
の
通
学
路
は
、
元
々
高
校
建
設
の

た
め
の
工
事
用
道
路
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
道
路
が
開
削
分
断
さ
れ
る
以
前
は
、

連
続
し
た
ヒ
ノ
キ
林
帯
の
存
在
が
想
像
さ
れ
る
。
今
回
新
た
に
発
見
で
き
た
高
校
下
の

ヒ
ノ
キ
は
、
災
害
防
止
保
安
林
と
し
て
恐
ら
く
今
後
の
伐
採
は
免
れ
る
で
あ
ろ
う
。

四　

培
栽
事
業
の
歴
史
的
背
景
と
意
義

（
一
）　

内
務
省
に
よ
る
積
極
的
造
林
施
策
と
木
曽
山

表
4
は
、
木
曽
山
で
の
明
治
前
期
山
林
制
度
の
変
遷
と
植
栽
の
経
過
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。

明
治
政
府
に
よ
る
森
林
制
度
の
歩
み
の
中
で
、
積
極
的
な
造
林
施
策
が
出
さ
れ
た
の

は
、
明
治
四
年（
一
八
七
一
）七
月
の
「
官
林
規
則
発
布
」
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
表
4
で

見
る
よ
う
に
、
発
布
後
の
数
年
間
は
新
政
府
に
よ
る
行
政
区
画
の
編
成
や
官
林
制
度
が

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
混
沌
と
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。「
庶
誠
未
だ
緒
に
就
か
ず
、
財

政
困
厄
の
折
柄
、
窮
余
の
一
策
と
し
て
、
木
曽
山
林
を
三
萬
円（
中
村
弥
六
氏
は
十
五
萬

円
と
い
ふ
）に
天
城
を
一
萬
円
に
売
却
す
る
」
案
ま
で
検
討
し
た
と
い
う
。

さ
て
第
一
章
「
木
曽
山
に
見
る
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
歴
史
」
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
近
世

初
期
か
ら
の
木
曽
山
は
五
木
を
中
心
と
す
る
莫
大
な
蓄
積
量
と
広
大
な
面
積
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
手
間
や
先
行
投
資
が
必
要
な
育
林
・
造
林
と
い
っ
た
営
林
事
業
は
必
要
な

か
っ
た
。
強
い
て
あ
げ
れ
ば
、
林
野
に
生
え
て
い
る
幼
木
を
直
接
掘
り
採
る
か
、
挿
し

木
か
ら
植
栽
す
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
実
生
か
ら
苗
木
を
仕
立
て
三
～
四
年
も
手

間
を
か
け
た
造
林
法
は
、
木
曽
山
で
は
一
般
的
に
普
及
し
た
方
法
と
は
い
え
な
い
。

明
治
一
一
年
三
月
に
は
、「
部
分
木
仕
付
条
例
」
に
よ
り
官
有
と
な
っ
た
無
木
立
の

山
野
を
、
出
願
に
応
じ
て
貸
与
し
植
栽
さ
せ
て
収
益
を
分
け
よ
う
と
し
た
政
策
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
さ
ら
に
県
に
よ
る
造
林
に
つ
い
て
の
条
例
は
、
同
一
四
年
の
有
名
な
「
山

林
保
育
の
達
」（
県
乙
第
一
七
号
）ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、

一
五
年
に
開
催
し
た
「
山
林
共
進
会
」
で
の
報
告
を
見
て
も
、
木
曽
山
は
も
ち
ろ
ん
長

野
県
に
お
い
て
も
、
明
治
初
期
段
階
で
は
育
林
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
全
く
触
れ
て
い

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
『
信
濃
山
林
会
報
』
第
一
号（
明
治
三
五
年
〔
一
九
〇
二
〕）

で
は
、「
本
県
ハ
三
十
年
森
林
法
発
布
以
前
ニ
於
テ
ハ
林
政
ト
シ
テ
施
設
ノ
見
ル
ベ
キ

モ
ノ
ナ
シ
」
と
ま
で
い
い
き
っ
て
い
る
。
ま
た
全
国
に
お
い
て
も
本
格
的
に
施
業
が
始

ま
る
の
は
明
治
一
〇
年
代
か
ら
で
あ
り
、
一
一
年
か
ら
八
年
間
の
造
林
実
績
に
よ
る

と
、
年
間
植
栽
本
数
の
平
均
は
三
五
三
万
本
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
こ
れ
は
木
曽

山
に
限
ら
ず
長
野
県
全
体
の
傾
向
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。

加
え
て
、
日
本
近
代
林
学
の
先
駆
者
で
あ
る
松
野
礀
が
、
ド
イ
ツ
留
学
を
終
え
て
内

務
省
山
林
局
地
理
寮
木
石
課
に
就
職
し
た
の
は
明
治
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
松
野
は

（
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）

（
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一
六
九

明治元年 9月 明治と改元
2年 1月 木曽福島村興禅寺に名古屋藩総管所を設置

4月 民部省を設置（林政事務を所管）
8月 民部省・大蔵省を統合

3年 7月 民部省・大蔵省が分立
8月 民部省に地理司を設置。民部省「官林規則」を制定

4年 7月 廃藩置県により木曽谷は名古屋県管轄となる
民部省「官林規則」を発布

11月 木曽谷は名古屋県から筑摩県に編入
5年 2月 本山盛徳、筑摩県租税課土木掛としてこの年木曽山に入る

5月 筑摩県は「信濃国木曽谷官林之儀ニ付伺書」を提出
6月 大蔵省達「官林無制限払下」を発布
7月 壬申地券の公布、地租改正局を設置

6年 9月 地租改正条例の公布
11月 内務省の設置を布告。後半、本山盛徳の木曽山林調査開始

7年 1月 内務省地理寮発足
2月 筑摩県の本山・高橋定一・佐藤平蔵による官林調査
6月 筑摩県「木曽官林公有私有地取調伺」を提出
8月 地理寮官員の深井寬・原純による官公私有区分調査。本山の実地再検終了

11月 「地所名称区別」の改正、公有地の官民有区分の達が指令
12月 本山、筑摩県中属を免職

8年 3月 地租改正事務局を設置
5月 木曽川筋運輸便利の場所へ檜苗培栽として地理寮官員の深井寬外壱名派出（降旗も同行したであ

ろう）
6月 地租改正事務局乙三号達、一部官林地の民有編入が可能に。公有地の名称が消滅

内務省達乙第七八号により、官林伐採跡地植栽計画を立案しこれに要する苗木の育成のため阿
寺原など着手

　 大桑村勝井坂へ官林中から掘り起こしたヒノキ苗木を試験的に植栽
12月 乙第一一号達、乙三号を訂正し公有地の民有化の取り消し

9年 3月 施業案編成過程の先駆、積極的営林事業の第一歩として「官林調査假条例」を制定
5月 地理寮松尾英澄・原、筑摩県佐藤平蔵ら6名による再調

23日より大桑村子持山から本格的にヒノキの植栽を開始。５月21日終了
阿寺原を開墾苗木仕立場とする
官民有再調査により、地理寮深井・清水徳威・小崎利英、筑摩県小原忠道・川地・杉浦・後藤
が加わる

6月 筑摩県宮下・小林と助手・雇い入れも加えて大規模な調査を開始
8月 長野県と筑摩県が合併、以後長野県となる

10年 長野県「木曽谷公用地無代下渡並立木払下之儀ニ付伺」提出
旧公有地20万町歩のうち3万町歩を無代下渡、五木は有償払下

11年 3月 「部分木仕付条例」発布。官有となった無木立の山野を出願に応じ貸与し、植栽後収益を分けよ
うとした政策

12年 郡区町村編成表により木曽一円は西筑摩郡となる
5月 内務省山林局設置

13年 6月 上記の伺「部分木仕付条例」の認可
8月 上松玉林院に山林局木曽出張所を設置。御用掛に山本清十*が就任

14年 県における造林についての条例「山林保育の達」が発布
4月 山林局は農商務省設置に伴って内務省から移行
5月 「木曽谷山地官民有区分儀ニ付御再調請願書」提出
7月 山本清十「山林取締規約」を発表

10月  木曽出張所を長野山林事務所と改称

表4　山林制度の変遷と木曽山植栽の経過

*北條浩「明治国家的所有の確定と山林政策の展開」（『明治国家の林野所有と村落構造』御茶の水書房、1983年
所収）では、山本清十のことを「国有林野体制強化を、法制をともなって実施しようとする典型的な絶対主義
的官僚」としている。
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一
七
〇

こ
の
時
期
木
曽
山
に
は
全
く
関
与
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
西
欧
先
進
国
の
林
業
技
術
や

政
策
が
国
内
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
後
の
事
業
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
内
務

卿
大
久
保
利
通
が
地
理
局
に
命
じ
、
東
京
府
西
ケ
原
村
御
殿
山
に
樹
木
試
験
場
を
設
け

た
の
は
明
治
一
〇
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

以
上
示
し
た
よ
う
に
、
文
献
で
は
明
治
前
期
木
曽
山
の
造
林
事
業
に
つ
い
て
は
全
く

扱
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

（
二
）　

植
栽
年
に
つ
い
て

と
こ
ろ
で
木
曽
森
林
管
理
署
は
、
展
示
林
「
は
林
小
班
」
を
木
曽
谷
最
古
の
ヒ
ノ
キ

人
工
林
地
で
あ
る
と
し
、
そ
の
植
栽
年
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
㋐
木
曽
森
林

管
理
署
第
三
次
経
営
計
画
森
林
調
査
「
ヒ
ノ
キ
人
工
林
植
栽
年
度
別
面
積
植
栽
表
」
で

は
明
治
一
八
年（
一
八
八
五
）、
㋑
「
野
尻
署
に
お
け
る
人
工
林
ヒ
ノ
キ
の
最
古
植
林
地

の
経
過
調
査
に
つ
い
て
」
は
翌
一
九
年
。
㋒
旧
野
尻
営
林
署
発
行
「
展
示
林
の
概
要
」

は
二
〇
年
。
㋓
「
植
栽
地
成
績
表
」
は
推
定
で
二
一
年
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
資
料
に

よ
っ
て
植
栽
年
に
は
数
年
の
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
確
定
で
き
て
い
な
い
と
も
い
え
る
。

そ
こ
で
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
四
地
区
に
関
わ
る
資
料
を
再
検
討
し
た
結
果
、
木
曽

森
林
管
理
署
の
公
表
を
遡
る
明
治
八
、
九
年
で
は
な
い
か
と
考
え
て
み
た
。
以
下
に
そ

の
理
由
に
つ
い
て
記
し
て
み
た
い
。
な
お
複
数
の
識
者
が
同
行
し
、
ご
教
示
い
た
だ
い

た
現
地
調
査
は
、
平
成
四
年（
一
九
九
二
）・
九
年
・
令
和
五
年（
二
〇
二
四
）の
三
回
で
あ

る
。先

ず
は
史
料
一
を
提
示
し
た
い
。

史
料
一　

第
四
四
號　

字
大
桑
村
野
尻
字
天
王
洞
御
料
地
下
付
願
出
願
の
要
旨
並
び

に
理
由

願
地
ハ
従
前
原
野
ニ
シ
テ
往
古
ヨ
リ
野
尻
区
区
有
地
タ
ル
、
参
千
二
十
五
番
イ
號

長
兵
衛
沢
ヨ
リ
八
人
石
マ
テ 

原
野
二
十 

二
町
九
反
二
十
七
歩
ノ
地
所
ニ
属
ス
ル

小
字
勝
井
坂
原
ニ
シ
テ
、
往
古
ヨ
リ
野
尻
区
字
下
在
郷
農
家
ノ
放
牧
場
タ
リ
シ

ヲ
、
明
治
八
年
中
官
庁
ニ
於
テ
山
林
地
況
上
北
向
ノ
場
所
ヘ
檜
苗
試
植
ノ
為
メ
採

用
ノ
達
ア
リ
、
同
年
六
月
内
務
省
官
吏
出
張
該
植
付
場
所
垣
建
築
見
積
書
ヲ
徴
セ

ラ
レ
、
更
ニ
筑
摩
県
官
吏
出
張
植
付
ニ
関
シ
請
書
ヲ
徴
セ
ラ
レ
、
同
時
ニ
馬
垣
建

設
ノ
請
負
ヲ
聞
届
ラ
レ
、
遂
ニ
檜
苗
ヲ
植
付
其
際
植
付
場
所
御
用
掛
巡
回
ノ
上
、

地
元
タ
ル
野
尻
区
副
戸
長
等
ノ
検
印
ヲ
為
セ
シ
コ
ト
ア
リ
、
故
ニ
現
今
ニ
於
イ
テ

モ
、
更
ニ
老
樹
巨
木
ハ
勿
論
其
伐
跡
ダ
モ
存
在
セ
ズ
、
只
僅
カ
ニ
試
植
セ
ル
檜
ノ

区
画
整
然
ト
シ
テ
、
四
方
原
野
ノ
内
ニ
生
立
シ
ア
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
其
近
傍
ナ
ル

御
料
地
字
天
王
洞
ト
ハ
別
種
ノ
現
況
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
、
元
来
官
有
地
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ

区
有
地
タ
リ
シ
コ
ト
明
カ
ナ
リ
、
又
檜
苗
植
付
場
馬
垣
建
設
後
モ
、
従
来
其
ノ
地

ニ
放
牧
セ
ラ
レ
タ
ル
馬
匹
慣
習
上
、
自
然
ニ
垣
柵
内
ニ
侵
入
セ
シ
コ
ト
ア
ル
ニ
徴

ス
ル
モ
、
其
以
前
区
有
地
牧
場
タ
リ
シ
コ
ト
明
カ
ナ
ル
ニ
依
リ
、
之
カ
下
付
ヲ
請

フ
ト
云
ウ
ニ
ア
リ

上
記
史
料
は
、
大
桑
村
長
木
戸
垣
一
が
、
二
六
年
後
の
明
治
三
四
年
、
御
料
局
に
天

王
洞
御
料
地
下
付
願
を
提
出
、
三
五
年
に
「
不
許
可
の
指
令
」
を
受
け
た
願
書
の
一
部

で
あ
る
。
傍
線
部
で
「
現
今
ニ
於
イ
テ
モ
、
更
ニ
老
樹
巨
木
ハ
勿
論
其
伐
跡
ダ
モ
存
在

セ
ズ
、
只
僅
カ
ニ
試
植
セ
ル
檜
ノ
区
画
整
然
ト
シ
テ
、
四
方
原
野
ノ
内
ニ
生
立
シ
ア
ル

ノ
ミ
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
天
王
洞
御
料
地
の
「
は
林
小
班
」
を
説
明
し
て
い
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
史
料
一
に
続
く
不
許
可
の
理
由
を
見
る
と
「
旧
明
山
ノ
内
土
地
官
有

区
分
ニ
先
タ
チ
明
治
八
年
中
官
用
苗
地
ニ
編
入
セ
シ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
提
出
ノ
証
拠
ヲ
願

地
ノ
民
有
タ
ル
証
左
ト
ナ
ス
ヲ
得
サ
ル
ヤ
論
ヲ
俟
タ
ス
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
旧
明
山
で

あ
っ
て
も
、
官
有
区
分
よ
り
先
に
官
用
苗
圃
と
し
て
編
入
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
住

（
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一
七
一

民
の
下
付
願
は
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
却
下
し
た
の
で
あ
る
。「
は
林
小
班
」
が

官
か
民
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
か
は
と
も
か
く
、
植
栽
年
を
八
・
九
年
と
す
れ
ば
、
明

治
三
四
年
の
出
願
当
時
に
は
、
樹
齢
二
〇
数
年
に
達
し
て
い
て
、
文
中
に
あ
る
よ
う
に

整
然
と
し
た
一
区
画
を
形
成
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
「
は
林
小
班
」
は
、
八
・
九
年
も
の
を
含
め
て
、
一
八
年
も
の
、

さ
ら
に
は
そ
の
後
に
補
植
し
た
ヒ
ノ
キ
の
存
在
さ
え
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

こ
で
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
、
筆
者
は
三
〇
年
ほ
ど
前
、
当
時
の
営
林
署
担
当
者
か
ら
次

の
よ
う
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。「
は
林
小
班
」
は
八
・
九
年
に
植
栽
し
た
と
す
れ

ば
、
そ
の
後
大
半
が
幼
木
の
段
階
で
枯
損
し
た
た
め
、
一
八
年
以
降
に
再
び
大
規
模
な

補
植
を
加
え
た
結
果
で
あ
ろ
う
」
と
。
こ
の
見
解
は
恐
ら
く
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。植

栽
に
関
わ
っ
た
降
旗
は
、
請
負
条
件
と
し
て
三
年
間（
文
書
に
よ
っ
て
は
四
年
間
）に

渡
り
補
植
の
責
を
負
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
果
た
す
べ
く
作
業
を
進
め
た
が
、
そ
の
多
く

は
活
着
せ
ず
失
敗
し
た
。
そ
ん
な
中
「
は
林
小
班
」
は
他
地
域
に
比
し
て
成
績
は
よ

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
降
旗
の
捕
植
以
降
も
帝
室
林
野
局（
御
料
林
）時
代
ま
で
重
な
る
手

入
れ
が
行
わ
れ
た
と
考
え
る
の
が
、
自
然
で
あ
ろ
う
。

（
三
）　

公
有
地
の
廃
止
へ

内
務
省
は
、
明
治
七
年
一
一
月
に
は
、「
地
所
名
称
区
別
更
正
の
太
政
官
布
告
」
を

発
布
し
、
さ
ら
に
「
太
政
官
達
一
四
三
号
」
を
も
っ
て
、
こ
れ
ま
で
官
有
・
公
有
・
民

有
に
三
区
分
さ
れ
て
い
た
全
国
の
山
地
を
、
公
有
地
の
名
称
を
事
実
上
廃
止
し
て
、
官

か
民
か
の
二
区
分
を
求
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
内
務
省
は
、
制
度
に
よ
っ
て
優
秀
な
営
業

的
価
値
の
あ
る
公
有
地
の
囲
い
込
み
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
に
な
っ
て

も
旧
藩
の
慣
習
を
色
濃
く
残
し
て
い
た
公
有
地（
明
山
）で
の
既
得
権
を
否
定
し
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
踏
襲
を
主
張
し
て
い
た
住
民
側
の
生
活
権
を
奪
う
暴
挙
で
あ
っ
た
と
も

言
え
る
。
こ
と
に
優
秀
な
美
林
地
帯
で
あ
っ
た
木
曽
山
に
あ
っ
て
は
、
全
域
で
官
と
民

と
の
せ
め
ぎ
あ
い
が
顕
著
に
表
れ
た
地
域
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
九
年
の
添
付
地
図
に
よ
る
と
、
大
原
と
松
原
に
は
公
有
地
の
表
記
は
見
ら
れ
な

い
が
、
勝
井
坂
の
四
囲
全
て
が
公
有
地
草
山
境
と
記
載
さ
れ
、
子
持
山
に
も
南
側
に
公

有
地
草
山
境
の
表
記
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
九
年
段
階
に
な
っ
て
も
官
側
で
さ

え
日
常
的
に
公
有
地
と
い
う
名
称
を
使
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
子
持
山
と

勝
井
坂
に
あ
っ
て
は
、
す
べ
て
が
公
有
地
の
只
中
に
ヒ
ノ
キ
苗
が
植
栽
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
後
述
史
料
七
の
「
御
請
書
」
か
ら
、
住
民
と
の
合
意
が
九
年
四

月
に
初
め
て
成
立
し
た
と
な
れ
ば
、
史
料
一
の
下
付
願
を
却
下
し
た
理
由
は
如
何
な
る

も
の
で
あ
っ
た
か
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
四
）　

綴
り
込
ま
れ
た
文
書
か
ら
の
検
討

「
一
件
綴
込
」
の
中
か
ら
か
ら
、
こ
と
に
重
要
と
思
わ
れ
る
史
料
二
・
三
・
四
・
七

を
以
下
に
載
せ
る
。
ま
た
「
一
件
綴
込
」
と
共
に
“
森
林
資
料
館
”
に
寄
贈
さ
れ
た
「
明

治
一
三
年
～
農
商
務
省
木
曽
山
林
事
務
所
長
山
本
清
十
『
當
用
綴
込
』」
が
あ
り
、
こ

こ
に
所
収
さ
れ
て
い
る
史
料
五
・
六
も
加
え
て
検
討
し
て
み
た
い
。

一
番
古
い
文
書
は
史
料
二
で
、
明
治
八
年
五
月
で
あ
る
。

史
料
二　

記

反
別
壱
丁
歩
此
坪
数
三
千
坪

一　

仕
立
苗
木
四
拾
五
萬
本　
　
　

但
一
坪
付
百
五
拾
本
植
付
ノ
積

此
檜
種
壱
石
蒔
付

（
22
）



明
治
前
期
木
曽
谷
ヒ
ノ
キ
造
林
地
に
関
す
る
一
考
察

一
七
二

一　

経
費
金
拾
八
円
九
拾
五
銭　
　

但
苗
木
蒔
付
仕
立
入
費
共
同

　

内
訳

金
弐
円　
　
　
　

檜
種
壱
石
代

同
壱
円
五
拾
銭　

蒔
付
手
間
代

同
四
拾
五
銭　
　

肥
し
小
糠
三
斗
代

同
三
円　
　
　
　

弐
年
目
根
拵
ノ
為
植
替
手
間

同
拾
弐
円　
　
　

三
ケ
年
目
同
断

右
、
苗
木
御
用
被
仰
付
候
ハ
バ
、
前
書
入
費
積
之
ノ
通
ニ
テ
御
請
負
可
仕
候
、

然
ル
上
ハ
、
蒔
付
併
行
ニ
乞
度
植
替
根
拵
共
精
々
念
入
不
都
合
之
無
様
可

仕
、
依
テ
入
費
積
書
奉
差
上
植
え
付
ケ
候
、
以
上

　
　

明
治
八
年
五
月
十
五
日

筑
摩
県
下
信
濃
国
松
本
町
十
番
丁
百
四
十
番
屋
敷　

降
旗
喜
代
蔵　

印

　
　
　

内
務
省
地
理
寮
出
張　
　

深
井　

寛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
章
造
殿

史
料
三　

明
治
九
年
一
月

昨
八
年
十
二
月
廿
五
日
附
ヲ
以
テ
、
檜
苗
培
栽
入
費
等
御
取
調
御
開
申
相
成
候

處
、
其
中
檜
実
蒔
付
入
費
膺
リ
昨
年
當
寮
派
出
ノ
官
員
実
地
ニ
就
キ
松
本
住
降
旗

喜
代
三
ナ
ル
ノ
者
ヲ
シ
テ
取
調
候
處
、
別
紙
ノ
通
リ
請
負
申
出
、
霄
壤
ノ
違
有
之

候
間
、
篤
ト
御
詮
議
之
上
、
至
急
御
解
答
有
之
度
此
御
掛
合
候
也

明
治
九
年
一
月
二
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
理
頭　

杉
浦
譲

　
　
　
　
　

筑
摩
県
参
事　
　

高
木
惟
矩
殿

史
料
四　

明
治
八
年
十
二
月　

木
曽
川
筋
運
輸
便
利
之
場
所
江
檜
苗
幷
檜
種
培
養
経

費
之
儀
ニ
伺

一
檜
苗
五
拾
万
本　
　
　

但
惣
丈
八
九
寸
精
選
之
仕
立
苗

（
後
略
）

綴
文
書
に
は
、
こ
の
後
費
用
の
明
細
を
記
述
し
て
い
る
。
そ
の
一
覧
表
は
、
前
述（
第

二
章（
二
）費
用
総
額　

表
2
「
培
栽
経
費
及
び
檜
子
実
播
き
付
け
経
費
」）の
項
を
参
照
さ
れ
た

い
。
綴
の
続
き
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

右
ハ
、
当
県
管
下
信
濃
国
木
曽
谷
木
曽
川
筋
運
輸
便
利
ノ
場
所
ヘ
、
檜
苗
培
栽
ト

シ
テ
本
年
五
月
中
地
理
寮
官
員
深
井
寛
外
一
名
派
出
ニ
付
、
当
県
官
員
同
行
出
張

セ
シ
メ
ソ
レ
ゾ
レ
運
輸
便
利
ノ
場
所
へ
檜
苗
培
栽
、
ナ
オ
将
来
盛
大
ニ
培
栽
ノ
タ

メ
、
苗
木
仕
立
テ
場
ト
シ
テ
大
桑
村
地
方
字
阿
寺
原
開
墾
相
成
候
ニ
付
、
檜
種
蒔

キ
ツ
ケ
及
ビ
官
林
中
ヨ
リ
上
品
ノ
実
生
檜
苗
掘
リ
取
リ
培
栽
ノ
積
モ
リ
調
ベ
、
本

年
秋
分
ノ
候
、
当
県
ヨ
リ
具
状
及
ブ
ベ
キ
旨
前
郡
派
出
官
員
ヨ
リ
協
議
コ
レ
ア
リ

候
ニ
付
、
ト
ク
ト
取
リ
調
ベ
候
ト
コ
ロ
、
該
所
村
々
ノ
儀
ハ
、
最
寒
気
非
常
ニ
シ

テ
、
積
雪
ノ
コ
ロ
ニ
至
リ
テ
ハ
地
上
三
寸
四
寸
モ
凍
ミ
上
リ
、
故
ニ
秋
気
ニ
種
卸

ア
ル
イ
ハ
檜
苗
培
栽
候
ト
モ
過
半
損
傷
ニ
属
ベ
ク
ニ
付
、
来
春
雪
解
ケ
培
養
適
度

ノ
時
ニ
至
リ
着
手
ノ
積
モ
リ
、
去
ル
八
月
中
具
状
及
ビ
候
ト
コ
ロ
、
書
面
申
シ
立

テ
ノ
趣
聞
キ
届
ケ
ラ
レ
条
、
来
春
雪
解
ケ
次
第
、
時
期
ヲ
失
セ
ズ
様
早
々
ト
着
手

ノ
積
、
前
モ
ッ
テ
入
費
等
詳
細
取
リ
調
ベ
ズ
伺
イ
出
ズ
云
々
御
指
令
ニ
ヨ
リ
、
即

チ
取
リ
調
ベ
ノ
ト
コ
ロ
、
前
条
ノ
通
リ
、
経
費
一
二
六
五
円
ニ
テ
至
当
ニ
コ
レ
ア

リ
候
条
、
御
施
行
相
成
ベ
ク
共
コ
ノ
旨
相
伺
申
候
也

　
　
　

明
治
八
年
十
二
月
二
十
五
日　
　
　
　
　
　

筑
摩
県
参
事　

高
木
惟
矩

　
　
　
　

内
務
卿　

大
久
保
利
通
殿



明
治
前
期
木
曽
谷
ヒ
ノ
キ
造
林
地
に
関
す
る
一
考
察

一
七
三

史
料
五　

木
曽
川
筋
檜
種
蒔
付
及
実
生
苗
木
植
付
ノ
儀
ニ
付
申
上
写

木
曽
川
筋
運
輸
便
利
之
場
所
ヘ
檜
苗
植
付
之
為
、
先
般
地
理
寮
深
井
寬
外
一
名
派

出
ニ
付
、
當
縣
官
員
同
行
出
張
セ
シ
メ
運
輸
之
便
否
地
味
之
肥
瘠
等
篤
ト
実
施
検

認
之
上
、
夫
々
植
付
相
成
猶
将
来
盛
大
ニ
培
栽
候
為
メ
、
大
桑
村
地
方
荒
蕪
地
字

阿
寺
原
旧
名
古
屋
藩
領
中
凶
歳
予
備
ノ
為
メ
、
一
旦
開
墾
馬
鈴
薯
相
仕
立
候
様
ニ

ハ
最
適
等
ノ
地
ニ
有
之
候
、
開
墾
出
来
相
成
候
ニ
付
、
本
年
秋
分
ノ
頃
ニ
至
リ
、

檜
種
蒔
付
及
最
寄
官
林
中
ヨ
リ
上
品
ノ
実
生
檜
苗
掘
取
①
凡
四
五
拾
万
本
程
植
付

之
積
取
調
、
当
縣
ヨ
リ
具
状
可
有
之
趣
、
前
件
深
井
寬
外
一
名
ヨ
リ
先
般
同
行
出

張
セ
シ
メ
候
官
員
ヘ
掛
合
有
之
候
間
、
②
培
養
方
法
熟
練
之
者
篤
ト
為
取
糺
候

處
、
③
該
地
ノ
義
ハ
、
信
濃
国
之
内
ニ
於
テ
モ
最
山
間
荒
陬
之
地
ニ
シ
テ
、
隆
冬

積
雪
之
候
ニ
至
テ
ハ
地
上
三
四
寸
モ
凍
上
リ
、
故
ニ
暖
國
一
様
ニ
ハ
難
見
倣
、
依

テ
仮
令
ヲ
ロ
シ
或
ハ
苗
木
倍
栽
候
ト
モ
、
過
半
損
傷
ニ
属
シ
可
申
趣
ニ
付
、
来
春

雪
解
春
分
前
後
培
栽
適
度
ノ
季
節
ニ
至
リ
、
明
細
取
調
具
状
及
候
様
致
度
此
旨
申

上
置
候
也

　
　
　

明
治
八
年
八
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　

筑
摩
縣
権
令　
　

永
山
盛
輝

　
　
　
　

内
務
卿　

大
久
保
利
通
殿

史
料
二
で
は
「
四
拾
五
萬
本
」
と
あ
る
が
、
史
料
四
で
は
「
五
拾
万
本
」
と
増
加
し

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
史
料
五
傍
線
部
①
の
中
で
、「
凡
四
五
拾
万
本
程
植
付
」

と
あ
り
、
計
画
の
段
階
で
は
幅
を
持
た
せ
て
の
数
値
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

し
、
史
料
三
傍
線
部
に
よ
る
と
、
事
業
計
画
は
地
理
頭
杉
浦
譲
が
「
霄
壤
ノ
違
有
之
」

と
し
て
認
可
を
一
時
保
留
し
た
。
そ
こ
で
筑
摩
県
は
一
～
二
月
に
降
旗
を
詮
議
し
た
結

果
、
降
旗
か
ら
「
松
本
ト
木
曽
谷
ト
ハ
物
価
ノ
高
低
有
之
儀
」「
三
カ
年
間
見
回
リ
ノ

入
費
モ
書
キ
落
ト
シ
」
と
い
っ
た
釈
明
を
受
け
た
。
ま
た
半
面
筑
摩
県
権
令
永
山
は
降

旗
を
「
培
養
方
法
熟
練
之
者
」
と
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
久
保
は
翌
年
二

月
、「
書
面
苗
木
植
付
幷
子
実
蒔
付
等
之
方
儀
ハ
、
追
テ
當
省
官
員
可
令
派
出
候
条
暫

ク
相
見
合
セ
、
出
張
ノ
上
篤
ト
遂
協
議
着
手
候
儀
ト
可
相
心
得
候
事
」
と
い
う
一
文
を

つ
け
漸
く
事
業
の
許
可
を
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
史
料
五
で
は
、
木
曽
山
の
こ
と
を
「
該
地
ノ
義
ハ
、
信
濃
国
之
内
ニ
於
テ

モ
最
山
間
荒
陬
之
地
」
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
全
国
で
最
も
先
駆
的
な

試
み
を
実
施
し
た
地
域
と
し
て
の
姿
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

史
料
六　

官
林
ヘ
諸
苗
培
栽
等
ノ
儀
ニ
付
伺
写

客
年
中
、
御
省
乙
第
七
拾
八
号
ヲ
以
テ
、
官
林
伐
木
跡
地
或
ハ
官
有
地
ニ
テ
、
後

来
官
林
ニ
相
成
候
テ
モ
差
支
無
之
、
運
輸
便
利
ノ
場
所
ヲ
選
シ
、
地
味
適
当
ノ
樹

木
植
付
ノ
積
、
取
調
具
状
可
及
旨
御
達
ノ
趣
了
承
仕
候
、
則
取
調
候
處
、
別
冊
ノ

通
ニ
有
之
、
尤
管
内
一
般
従
前
旧
藩
々
所
領
、
中
官
林
ヘ
諸
苗
木
培
栽
、
或
ハ
諸

種
蒔
付
等
ノ
儀
無
之
ニ
付
、
苗
木
等
至
テ
乏
敷
不
得
止
ニ
付
、
買
上
培
養
ノ
積
、

就
テ
ハ
信
濃
国
筑
摩
郡
波
田
村
地
方
字
下
原
荒
蕪
地
ハ
、
頗
ル
場
廣
ニ
テ
梓
川
南

岸
運
輸
至
便
ノ
地
之
苗
木
仕
立
場
ニ
ハ
地
質
適
当
ニ
付
、
開
墾
ノ
上
将
来
盛
大
ニ

諸
苗
木
仕
立
或
ハ
残
地
ノ
分
ヘ
、
苗
木
培
栽
ノ
積
取
調
候
處
、
別
冊
ノ
通
ニ
有
之
、

依
テ
別
冊
相
添
此
旨
相
伺
申
候　

右
ハ
季
節
差
替
居
候
条
至
急
御
指
令
仰
望
候
也

　
　

明
治
九
年
三
月
十
四
日　
　
　
　
　
　
　
　

筑
摩
縣
参
事　
　

渡
邉
千
秋

　
　
　

内
務
卿　

大
久
保
利
通
殿

文
初
に
あ
る
「
客
年
中
御
省
乙
第
七
拾
八
号
」
と
は
、
内
務
省
が
設
置
さ
れ
た
後
の

八
年
六
月
、
明
治
前
期
に
お
け
る
法
令
の
中
で
最
も
積
極
的
造
林
に
関
わ
る
画
期
的
な

政
策
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
れ
を
基
に
官
林
伐
採
跡
地
植
栽
計
画
の
立
案
と
苗
木
の

育
成
が
本
格
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
史
料
四
・
五
に
あ
る
よ
う
に
、
八
年
五
月
の
段
階
で
「
右
ハ
、
当
県
管
下

信
濃
国
木
曽
谷
木
曽
川
筋
運
輸
便
利
ノ
場
所
ヘ
、
檜
苗
培
栽
ト
シ
テ
本
年
五
月
中
地
理



明
治
前
期
木
曽
谷
ヒ
ノ
キ
造
林
地
に
関
す
る
一
考
察

一
七
四

寮
官
員
深
井
寛
外
一
名
派
出
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
史
料
二
か
ら
四
地
区
と
苗
圃
の
阿
寺

原
を
前
提
と
し
て
予
算
計
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
木
曽
山
で
の
施
業
が
「
乙
第
七
八

号
」
に
先
ん
じ
て
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
四
地
区
の
う
ち
亥
年

の
八
年
に
は
、
勝
井
坂
に
試
験
的
に
ヒ
ノ
キ
の
苗
木
を
植
栽
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前

年
の
七
年
に
は
深
井
寬
と
原
純
に
よ
る
官
公
私
有
区
分
調
査
の
折
に
、
植
栽
に
向
け
て

の
検
討
や
予
備
調
査
が
始
ま
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
作
業
を
請
け
負
っ
た
降

旗
も
年
月
日
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
早
く
か
ら
実
地
踏
査
を
し
、
事
業
の
企
画
運
営

予
算
化
へ
と
進
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
木
曽
で
は
「
一
件
綴
込
」
に
要
し
た
五
〇
万
本
と
い
う
量
は
確
保
で
き
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
松
本
平
の
安
曇
郡
常
盤
村
が
代
替
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

は
波
田
村
下
原
荒
蕪
地（
現
在
西
瓜
の
名
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
）の
開
墾
に
加
え
、
苗
木

の
仕
立
地
と
し
て
木
曽
郡
内
で
も
湯
舟
沢
村
霧
ケ
原（
三
町
八
反
一
六
歩
）、
同
村
上
の

沢（
一
町
八
反
歩
）、
大
桑
村
阿
寺
原（
二
町
歩
）、
読
書
村
柿
其
字
小
吹（
一
町
五
反
歩
）の

四
カ
所
を
苗
圃
と
し
て
開
墾
し
た
。
そ
の
後
苗
圃
は
四
カ
所
の
他
駒
ケ
根
村
や
王
滝
村

な
ど
郡
内
各
地
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
な
お
上
の
沢
と
阿
寺
原
は
昭
和
三
〇
年
代
ま

で
苗
圃
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
こ
の
霧
ケ
原
、
上
の
沢
、
阿
寺
原
、
小
吹
の
苗
圃
は
内

務
省
御
決
議
と
し
て
、
九
年
三
月
に
は
施
業
按
の
編
成
過
程
の
先
駆
と
し
て
「
官
林
調

査
假
条
例
」
が
公
布
さ
れ
た
。「
一
件
綴
込
」
に
あ
る
木
曽
の
四
地
区
が
、
こ
れ
ら
施

策
の
時
期
と
重
な
る
こ
と
か
ら
そ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
実
施
さ
れ
た
と
も
い
え
よ

う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
前
述（「
二
の（
三
）」）の
筑
摩
県
官
吏
馬
渕
政
次
郎
の
報
告
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
内
務
省
が
主
管
し
た
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
明
治
前

期
、
未
だ
西
欧
の
近
代
技
術
が
導
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
営
利
的
に
失
敗
し
た

と
は
い
え
、
そ
の
後
の
御
料
林
事
業
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
生
か
さ
れ
て
い
っ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
内
務
省
に
よ
る
七
年
八
月
の
木
曽
山
で
の
官
公
私
有
区
分
調
査
に
あ
た
っ
た

深
井
寛
は
、
そ
の
後
省
内
に
お
い
て
木
曽
山
林
の
実
情
を
最
も
知
り
つ
く
し
た
政
策
執

行
者
と
し
て
、
筆
頭
の
官
僚
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
五
）　

本
山
官
山
に
つ
い
て

と
こ
ろ
で
植
栽
を
実
施
し
た
八
年
・
九
年
と
い
え
ば
、
筑
摩
県
官
僚
本
山
盛
徳
に

よ
っ
て
木
曽
山
の
公
有
地
や
民
地
が
暴
力
的
に
収
奪
さ
れ
た（
六
年
末
～
七
年
八
月
）直

後
で
あ
っ
た
。

本
山
の
事
績
を
大
ま
か
に
記
せ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
本
山
は
佐
賀
県
貫
属
士

族
出
身
で
、
戊
辰
戦
争
時
に
蓮
池
藩
の
海
軍
と
し
て
秋
田
県
酒
田
に
滞
陣
、
そ
の
後
酒

田
県
の
書
記
と
な
り
、
山
形
県
少
属
を
経
て
明
治
四
年
一
二
月
に
筑
摩
県
一
二
等
と

な
っ
た
。
二
か
月
ほ
ど
東
京
出
張
所
に
出
仕
し
た
後
、
五
年
二
月
租
税
課
の
官
林
・
土

木
・
営
繕
・
地
券
取
調
掛
に
着
任
。
六
年
に
は
権
大
属
に
昇
格
し
、
六
年
一
一
月
か
ら

木
曽
山
林
調
査
を
開
始
し
た
。
七
年
八
月
実
地
再
検
終
了
。
こ
の
間
、
飛
驒
や
伊
那
も

含
め
木
曽
谷
各
地
で
贈
賄
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
。
七
年
一
二
月
に
免
職
。
木
曽
山
の

官
民
区
別
に
携
わ
っ
た
期
間
は
実
質
一
年
未
満
で
あ
っ
た
。

木
曽
住
民
は
、
尾
張
藩
政
時
代
に
認
め
ら
れ
て
い
た
木
曽
山
で
の
権
益
、
例
え
ば
薪

炭
や
家
木
・
秣
場
等
を
確
保
す
る
た
め
に
自
由
進
退
し
て
き
た
明
山
を
、
本
山
に
よ
っ

て
一
方
的
に
収
奪
さ
れ
た
と
し
て「
本
山
官
山
」と
命
名
し
、今
の
世
に
伝
え
て
い
る
。

一
方
、
そ
の
明
山
に
住
民
が
檜
を
植
栽
す
れ
ば
、
本
山
が
言
う
「
五
木
あ
る
地
は
す
べ

て
官
林
で
あ
る
」
と
い
う
論
理
を
自
ら
の
手
で
既
成
事
実
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
当
時
本
山
の
強
権
的
手
法
を
認
知
し
て
い
た
は
ず
の
住
民

側
の
意
識
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
、「
一
件
綴
込
」
に
あ
る
文
書
か
ら
検
討
し
て
み
た

（
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明
治
前
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ヒ
ノ
キ
造
林
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る
一
考
察

一
七
五

い
。史

料
七　

御
請
書

當
村
地
内
字
勝
井
坂
原
ト
申
處
エ
、
去
ル
亥
年
檜
苗
木
植
付
相
成
候
處
、
右
地
積

位
置
貮
反
七
畝
分
エ
今
般
苗
木
御
植
付
被
成
度
旨
、
右
ハ
公
有
地
之
儀
ニ
付
村
内

一
同
エ
相
申
聞
候
處
、
別
紙
絵
図
面
ヶ
所
異
存
無
之
旨
申
出
候
間
、
御
都
合
次
第

御
植
付
被
下
度
因
テ
御
請
書
奉
差
上
候
也

　
　

明
治
九
年
四
月　
　
　
　
　

第
八
大
区
一
小
区
大
桑
村

副
戸
長　

正
木
儀
左
衛
門　
　

原
安
右
衛
門　
　
　

　
　
　

筑
摩
県
参
事　

高
木
惟
矩
殿

「
御
請
書
」
の
文
言
に
よ
る
と
、
副
戸
長
を
始
め
村
内
一
同
は
、
勝
井
坂
原
へ
の
苗

木
植
付
に
は
異
存
な
く
、
し
か
も
御
都
合
次
第
植
付
被
下
度
と
承
諾
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
請
書
を
見
る
限
り
、
住
民
側
は
官
側
に
対
し
不
満
を
示
し
た
様
子
は
見
ら
れ

な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
疑
問
な
の
は
、
こ
の
地
が
「
公
有
地
ノ
儀
ニ
付
」
と
副
戸
長
自

ら
が
断
わ
り
を
入
れ
て
い
て
、
受
け
入
れ
が
九
年
四
月
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

何
故
八
年
の
段
階
で
押
印
し
な
か
っ
た
の
か
、
記
録
に
は
な
い
が
両
者
の
間
に
大
き
な

壁
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
な
お
他
の
三
地
区
も
九
年
四
月
に
同
様
の
請
書
を
調
印
し

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
住
民
側
に
は
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

「
意
見
ニ
逆
ヘ
ハ
、
本
山
ハ
鞭
ニ
テ
打
ツ
テ
モ
其
意
見
ヲ
通
ス
ト
ノ
事
ヲ
噂
ニ
聞
キ
居

タ
ル
為
メ
、
其
調
査
ニ
不
満
ナ
リ
シ
モ
、
口
先
キ
ニ
テ
ハ
ヨ
ロ
シ
キ
ヨ
ー
ニ
取
計
ハ
レ

タ
キ
旨
申
シ
居
リ
テ
、
其
境
界
ニ
付
本
山
ノ
意
見
ニ
ハ
反
抗
ス
ル
モ
ノ
ナ
カ
リ
シ
」

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
早
く
も
翌
年
の
一
一
月
に
は
、
駒
ヶ
根
村（
現
上
松
町
）

小
川
カ
ヤ
ノ
で
部
分
的
な
下
戻
し
の
請
願
が
始
ま
っ
て
い
て
、
さ
ら
に
郡
内
各
地
で
、

そ
の
請
願
が
多
発
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
数
年
後
の
明
治
一
四
年
に
は
、
木
曽
谷
全
体

で
「
木
曽
谷
山
地
官
民
有
区
分
之
儀
ニ
付
御
再
調
請
願
書
」
が
長
野
県
に
提
出
さ
れ
、

こ
れ
以
後
二
〇
数
年
の
長
期
に
渡
る
大
事
件
と
し
て
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
な
お

四
地
区
一
帯
も
木
曽
谷
山
林
事
件
の
係
争
地
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
き

た
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
北
條
浩
は
「
本
山
官
山
は
筑
摩
県
と
明
治
政
府 

と
合
作
で
あ

る
と
と
も
に
、
そ
れ
は
、
す
で
に
官
林
に
編
入
さ
れ
て
い
た
旧
尾
張
藩
＝
名
古
屋
県
支

配
の
御
林
等
を
そ
の
ま
ま
明
治
政
府
が
官
林
と
し
て
ひ
き
つ
ぎ
、
こ
れ
を
維
持
強
化
し

た
策
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
木
曽
山
林
事
件
は
、
な
に
よ
り
も
、
木
曽
谷
人
民
の
頂
点
に

あ
り
、
こ
の
問
題
を
指
導
し
、
処
理
し
た
村
落
上
層
部
の
者
た
ち
に
重
要
な
責
任
が
あ

る
。」
と
結
論
付
け
て
い
る
。「
御
請
書
」
に
あ
る
「
村
内
一
同
エ
相
申
聞
候
處
…
異
存

無
之
旨
申
出
候
」
の
部
分
は
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
八
・
九
年
の
植
栽
が
全
て
失
敗
し
て
い
れ
ば
、
官
側
に
と
っ
て
草
山
で

あ
る
公
有
地
を
官
地
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
い
。
と
こ
ろ
が
狭
小
な
山
地
で
あ
る

「
は
林
小
班
」
の
ヒ
ノ
キ
の
一
部
は
活
着
に
成
功
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
地
を
官
地
編
入

へ
の
理
由
付
け
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
山
官
山
と
は
も
と
も
と
自
然
林
と
し
て
生
え

て
い
た
「
檜
」
が
対
象
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
地
で
は
人
工
的
に
植
栽
し
た
林
地
で

あ
っ
て
も
、
絶
対
的
な
権
力
に
よ
っ
て
官
地
化
さ
れ
て
い
っ
た
事
実
を
象
徴
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
そ
の
後
の
補
植
木
を
も
加
え
八
・
九
年
も
の
の
一
部
は
現
在
に
至
る

ま
で
生
き
残
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。

植
栽
作
業
を
す
る
の
も
住
民
、
そ
れ
を
見
つ
め
る
の
も
住
民
、
村
落
上
層
部
に
責
任

を
嫁
す
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
住
民
た
ち
の
言
葉
で
あ
る
「
ヨ
ロ
シ
キ
ヨ
ー
ニ
取
計
ハ

レ
タ
キ
旨
」
の
本
音
は
、
い
っ
た
い
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
先
々
を
見
通

す
術
も
な
い
住
民
側
の
代
償
は
余
り
に
も
大
き
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
筆
者
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一
七
六

は
調
査
の
中
で
、
現
在
「
は
林
小
班
」
と
境
を
接
す
る
民
林
の
所
有
者
か
ら
、
こ
の
植

栽
事
業
に
直
節
関
わ
っ
た
住
民
の
証
言
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。「
こ
れ
ま
で
の
明
山

は
自
由
に
立
ち
入
る
が
で
き
た
し
、
五
木
で
な
け
れ
ば
生
活
資
材
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
れ
が
明
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら
刈
敷
や
馬
草
を
刈
る
こ
と
さ
え
も
有
料
と

な
っ
た
。
山
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
曾
祖
父
七
之
助
ら
住
民
は
、
と
に
か
く
日
銭
を
稼
ぐ

た
め
に
植
栽
作
業
に
参
加
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
と
。

さ
ら
に
は
生
活
苦
に
直
面
し
た
者
は
七
之
助
ら
農
民
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ま
で
参

勤
交
代
を
始
め
街
道
流
通
に
従
事
し
て
き
た
商
人
や
職
人
を
始
め
、
木
曽
谷
住
民
は
根

こ
そ
ぎ
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
。
さ
ら
に
杣
や
日
雇
と
い
っ
た
林
業
従
事
者
の
多
く
は
官

公
伐
木
事
業
も
激
減
し
た
こ
と
に
よ
り
、
他
県
の
天
城
や
角
桁
山
等
へ
と
転
出
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
自
活
で
き
な
い
住
民
ら
は
官
林
内
に
侵
入
し
、
境
界

標
柱
の
付
け
替
え
や
盗
伐
等
の
不
法
行
為
を
も
っ
て
抵
抗
も
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
時

松
本
や
飯
田
の
収
監
所
は
こ
れ
ら
の
人
々
で
溢
れ
た
と
い
う
。
伝
統
工
芸
品
、
例
え
ば

塗
櫛
や
檜
笠
、
漆
器
な
ど
の
加
工
製
品
に
付
加
価
値
を
つ
け
て
販
売
し
、
ま
た
養
蚕
や

製
糸
業
等
で
安
定
し
た
生
業
を
営
め
る
よ
う
に
な
る
に
は
明
治
中
期
以
降
を
待
た
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

お　

わ　

り　

に

「
は
じ
め
に
」
で
載
せ
た
拙
稿
「
県
下
最
古
の
ヒ
ノ
キ
造
林
地
の
研
究
」
が
、
筆
者

の
怠
惰
な
歩
み
に
よ
っ
て
内
容
が
少
し
ず
つ
変
わ
り
、
研
究
対
象
は
い
つ
の
間
に
か
木

曽
谷
か
ら
明
治
政
府
へ
と
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
そ
れ
は
こ
と
に
当
初
記
述

予
定
を
し
て
い
な
か
っ
た
内
務
省
地
理
寮
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
発
足
間
も
な
い
地

理
寮
が
人
工
造
林
事
業
と
し
て
恐
ら
く
全
国
に
先
駆
け
て
木
曽
山
で
実
施
し
た
で
あ
ろ

う
こ
と
を
述
べ
て
み
た
。
し
か
し
こ
の
事
業
は
木
曽
山
に
限
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ど

う
か
。
し
か
も
掲
載
し
た
資
料
は
わ
ず
か
で
あ
り
「
一
件
綴
込
」
に
関
わ
る
資
料
は
、

恐
ら
く
徳
川
林
政
史
研
究
所
及
び
長
野
県
立
歴
史
館
に
も
数
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
で

あ
ろ
う
。
こ
の
件
一
つ
と
っ
て
も
、
全
く
未
調
査
の
ま
ま
の
報
告
と
な
っ
た
こ
と
は
否

め
な
い
。
そ
こ
で
先
学
の
皆
様
か
ら
さ
ら
な
る
関
連
資
料
の
提
供
や
ご
指
導
を
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
令
和
五
年
調
査
の
折
、
同
行
の
林
業
技
術
士
よ
り
四
地
区
と
同
年
代
と
思

わ
れ
る
造
林
ヒ
ノ
キ
が
他
地
区
に
お
い
て
も
現
存
す
る
こ
と
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

場
所
は
か
つ
て
木
曽
郡
山
口
村（
現
岐
阜
県
中
津
川
市
山
口
）道
の
駅
賤
母
に
隣
接
す
る
東

山
魁
夷
「
心
の
旅
路
館
」
の
横
に
広
が
る
中
部
森
林
管
理
署
賤
母
国
有
林
内
に
あ
る
。

史
料
の
裏
付
け
は
な
い
が
、
四
地
区
の
「
勝
井
坂
」
や
「
松
山
」
の
ヒ
ノ
キ
に
も
見
劣

り
し
な
い
見
事
な
樹
体
を
顕
現
す
る
。
こ
こ
に
隣
接
す
る
賤
母
国
有
林
は
「
賤
母
ヒ
ノ

キ
等
植
物
群
落
保
護
林
」
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
上
松
町
赤
沢
休
養
林
等
と
同
じ
二
次

林
と
し
て
の
価
値
も
期
待
さ
れ
る
。
本
稿
で
採
り
上
げ
た
勝
井
坂
・
松
山
・
賤
母
の
造

林
ヒ
ノ
キ
の
存
在
は
地
元
の
方
に
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な

ヒ
ノ
キ
が
持
つ
歴
史
・
文
化
・
環
境
的
価
値
を
再
認
識
し
、
現
状
の
保
存
管
理
と
今
後

の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
小
研
究
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
数
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
ご
教
示
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
全
て
の
方
を
掲
載
で
き
な
い
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ

い
。
先
ず
現
地
調
査
に
お
い
て
は
古
根
丈
弘
・
上
本
文
夫
・
坂
家
重
吉
・
下
起
幸
一
・

田
中
淳
司
・
細
野
耕
司
・
高
橋
徳
・
勝
野
忠
の
各
氏
。
史
料
提
供
や
解
釈
に
つ
い
て
は

太
田
尚
宏
・
上
田
雅
男
・
山
口
登
・
古
幡
和
久
・
中
畑
孝
史
・
上
田
雅
男
・
松
尾
輝

明
・
原
浩
美
・
松
川
志
郎
・
松
原
和
恵
・
立
野
直
緒
・
伊
藤
幸
穂
の
各
氏
。
編
集
に
は

後
藤
芳
孝
氏
。
こ
と
に
藤
田
英
昭
氏
に
は
投
稿
に
当
た
っ
て
校
正
を
含
め
細
部
に
わ

（
28
）

（
29
）

（
30
）
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た
っ
て
ご
労
苦
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
支
援
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

筆
を
擱
く
に
あ
た
り
、
大
学
の
恩
師
で
前
徳
川
林
政
史
研
究
所
長
竹
内
誠
先
生
か
ら

は
半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
学
恩
と
ご
厚
情
を
、
ま
た
病
床
に
あ
っ
て
も
励
ま
し
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
先
生
の
生
前
中
に
本
小
稿
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
浅
学
非

礼
な
我
が
身
を
恥
じ
入
る
ば
か
り
で
す
。
ま
た
そ
ん
な
私
に
執
筆
の
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
現
研
究
所
長
深
井
雅
海
先
生
に
も
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
1
）　

地
元
木
曽
で
は
天
然
の
ヒ
ノ
キ
を
“
檜
”
ま
た
は
“
桧
”
と
漢
字
を
使
い
、
人
工
林
を
“
ひ

の
き
”
と
平
仮
名
書
き
し
て
区
別
す
る
。
以
下
に
あ
げ
る
「
一
二
五
三
は
林
小
班
」
の
ヒ
ノ
キ

は
、
人
工
林
で
あ
る
こ
と
か
ら
“
ひ
の
き
”
と
表
記
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
が
、
文
中
で
は

天
然
物
に
も
触
れ
る
都
合
上
、
本
稿
で
は
総
称
し
て
「
ヒ
ノ
キ
」
と
記
す
。

（
2
）　

佐
藤
敬
二
著
・
全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
編
『
日
本
の
ヒ
ノ
キ
』
上
・
下
巻（
全
国
林
業

改
良
普
及
協
会
、
一
九
七
一
～
七
三
年
）等
。

（
3
）　

信
濃
毎
日
新
聞
平
成
二
六
年
一
一
月
六
日
「
二
一
世
紀
の
空
海
」
参
考
。『
林
業
技
術
史
』

第
三
巻
に
も
詳
述
。

（
4
）　

川
上
村
Ｈ
Ｐ
よ
り（https://w

w
w

.vill.kaw
akam

i.nara.jp/source/

）。

（
5
）　

原
田
文
夫
「
木
曽
林
業
史
」（
平
田
利
夫
ほ
か
編
『
木
曽
ひ
の
き
』
林
土
連
研
究
社
、

一
九
九
七
年
所
収
）。

（
6
）　

所
三
男
「
近
世
木
曽
山
林
の
保
続
対
策
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
発
行
『
研
究
紀
要
』
昭
和

五
二
年
度
版
、一
九
七
八
年
）。
長
野
営
林
局
『
木
曽
ヒ
ノ
キ
総
合
調
査
』（
一
九
七
九
年
）ほ
か
。

（
7
）　

大
久
保
寛
一
「
木
曽
ヒ
ノ
キ
林
の
成
立
と
舊
幕
の
施
業
案
」（『
林
學
會
雑
誌
』
一
二
巻
二

号
所
収
、
一
九
三
〇
年
）。

（
8
）　
「
檜
高
齢
造
林
地
調
査
報
告
」（『
日
本
林
学
会
大
会
講
演
集
』
所
収
、
一
九
四
一
年
）。

（
9
）　

藤
野
泰
助
「
木
曽
ヒ
ノ
キ
天
然
林
に
つ
い
て
」（
大
日
本
山
林
会
編
『
生
ま
れ
変
わ
る
林
業

地
』
大
日
本
山
林
会
、
一
九
七
三
年
所
収
）。

（
10
）　
「
浅
間
山
カ
ラ
マ
ツ
植
物
群
落
保
護
林
の
管
理
調
査
報
告
書
」（
中
部
森
林
管
理
局
）。

（
11
）　

原
本
は
一
時
“
森
林
資
料
館
”
で
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
森
林
鉄
道
記
念
館
に
移

管
。
そ
の
コ
ピ
ー
は
上
松
町
教
育
委
員
会
上
松
町
誌
編
纂
室
に
収
蔵
。

（
12
）　

国
文
学
研
究
資
料
館
太
田
尚
宏
氏
か
ら
の
資
料
提
供
に
よ
る
。

（
13
）　

林
野
図
書
資
料
館
上
田
雅
男
氏
か
ら
の
資
料
提
供
に
よ
る
。

（
14
）　

清
水
香
代
「
長
野
県
の
カ
ラ
マ
ツ
造
林
の
歴
史
と
復
活
へ
の
取
り
組
み
」（『
森
林
遺
伝
育

種
』
第
六
巻
所
収
、
二
〇
一
七
年
）参
照
。

（
15
）　
『
帝
室
林
野
局
五
十
年
史
』（
帝
室
林
野
局
、
一
九
三
九
年
）。

（
16
）　

古
畑
研
二
・
古
幡
和
久
「
野
尻
署
に
お
け
る
人
工
林
ヒ
ノ
キ
の
最
古
植
林
地
の
経
過
調
査

に
つ
い
て
」『
中
部
森
林
管
理
局
業
務
研
究
発
表
集
所
収
）。

（
17
）　

参
照
し
た
文
献
を
以
下
に
記
す
。『
上
松
町
誌
』
第
三
巻
・
歴
史
編（
二
〇
〇
六
年
）、
町

田
正
三
『
木
曽
谷
御
料
事
件
』（
銀
河
書
房
、
一
九
八
二
年
）、
北
条
浩
『
明
治
地
方
体
制
の
展

開
土
地
改
革
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
〇
年
）、
同
『
明
治
国
家
の
林
野
所
有
と
村
落
構
造
』

（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
三
年
）、
北
条
浩
・
太
田
勝
也
編
『
日
本
林
業
・
林
政
の
史
的
研
究
』

（
橘
書
院
、
一
九
八
〇
年
）、
日
本
林
業
技
術
協
会
編
『
林
業
技
術
史（
第
三
巻
）』（
一
九
七
三

年
）、「
木
曽
林
業
技
術
史
」『
林
業
技
術
史
』、
林
業
発
達
史
調
査
会
編
『
日
本
林
業
発
達
史
』

（
林
野
庁
、
一
九
六
〇
年
）、
平
田
利
夫
ほ
か
『
木
曽
ひ
の
き
』（
林
土
連
研
究
社
、
一
九
九
七

年
）、
長
野
営
林
局
編
『
木
曽
ヒ
ノ
キ
総
合
調
査
「
要
約
版
」』（
一
九
七
九
年
）、
農
林
省
山
林

局
編
『
林
野
官
民
有
区
別
処
分
ニ
関
ス
ル
法
規
集
』（
橘
書
院
、
一
九
八
一
年
）等
。

（
18
）　

大
日
本
山
林
会
編 『
明
治
林
業
逸
史
』
続
編（
一
九
三
一
年
）、
成
川
房
幸
記
。

（
19
）　

藤
田
佳
久
「
近
世
に
お
け
る
育
林
の
成
立
時
期
と
そ
の
地
域
差
に
つ
い
て
」（
徳
川
林
政
史

研
究
所
『
研
究
紀
要
』
昭
和
54
年
度
所
収
、
一
九
八
〇
年
）。

（
20
）　

山
内
倭
文
夫
『
日
本
造
林
行
政
史
概
説
』（
日
本
林
業
技
術
協
會
、
一
九
四
九
年
）。

（
21
）　
「
御
料
局
明
治
三
五
年　

土
地
整
理
簿
三
十
一
信
濃
」（『
林
政
史
資
料　

払
戻
記
録
』
林
野

図
書
資
料
館
所
蔵
）。

（
22
）　

当
時
旧
野
尻
営
林
署
事
業
課
長
西
尾
實
氏
の
証
言
に
よ
る
。

（
23
）　

前
掲
「
木
曽
林
業
技
術
史
」『
林
業
技
術
史
』、
同
『
日
本
林
業
発
史
』。

（
24
）　

註（
17
）北
條
浩
著
書
を
参
照
。

（
25
）  

林
野
庁
編
『
林
政
史
資
料
』
第
二
巻
＝
国
有
林
野
下
戻
訴
訟
記
録（
二
）梅
本
亀
太
郎
の
証

言
よ
り
。
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（
26
）　

註（
17
）町
田
正
三
著
書
に
同
じ
。

（
27
）　

註（
17
）北
條
浩
に
同
じ
。

（
28
）　

現
在
一
帯
が
天
王
洞
国
有
地
と
隣
接
す
る
野
尻
下
在
郷
地
域
の
明
山
を
利
用
し
て
い
た
下

起
幸
一
氏
談
。

（
29
）　
『
明
治
林
業
逸
史
』、『
日
本
林
業
発
達
史
』 

町
田
正
三（
17
）に
同
じ
。
拙
稿
「
木
曽
山
に

か
け
る
村
人
の
願
い
」（『
上
松
町
誌
』）、
同
「
木
曽
御
料
林
事
件
の
一
考
察
」『
信
濃
』
第
三
八

巻
第
一
二
号
所
収（
一
九
八
六
年
）。

（
30
）　

南
木
曽
町
在
住
田
中
淳
司
氏
よ
り
。


